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豊
川
用
水
通
水
50
周
年
記
念
特
集

今
思
う
、水
が
あ
る
幸
せ見

渡
す
限
り
の
キ
ャ
ベ
ツ
畑
、

無
数
に
建
ち
並
ぶ
温
室
。

そ
こ
で
は
キ
ク
や
バ
ラ
、
ア
ジ
サ

イ
な
ど
色
と
り
ど
り
の
花
や
、
ト

マ
ト
な
ど
の
新
鮮
な
野
菜
が
１
年

を
通
し
て
生
産
さ
れ
、
そ
れ
ら
を

潤
す
水
は
豊
川
用
水
か
ら
供
給
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
今
で
は
当
た
り
前
の
光
景
で
す

が
、
渥
美
半
島
は
元
々
水
に
恵
ま

れ
ず
、
少
な
い
雨
水
な
ど
を
農
業

用
水
と
し
て
利
用
す
る
だ
け
で
満

足
に
作
物
が
育
た
な
い
土
地
で
し

た
。

　
こ
の
よ
う
な
我
が
半
島
に
豊
川

用
水
が
全
面
通
水
し
た
の
は
今
か

ら
50
年
前
の
昭
和
43
年
６
月
の
こ

と
で
し
た
。

一
面
に
広
が
る
キ
ャ
ベ
ツ
畑

｜

今
で
は
当
た
り
前
の
光
景

で
も
こ
の
光
景
が
当
た
り
前
で
は
な
か
っ
た
事
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？
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水
は
あ
っ
て
当
た
り
前
？

　
通
水
を
契
機
に
本
市
の
農
業
は

飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
ま
す
。
そ

し
て
今
で
は
日
本
一
の
農
業
の
ま

ち
と
呼
ば
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し

た
。

　
こ
う
し
た
中
、
い
つ
の
間
に
か

水
は
あ
っ
て
当
た
り
前
の
も
の
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、
そ

れ
は
本
当
に
当
た
り
前
な
の
で

し
ょ
う
か
？

　

豊
川
用
水
は
通
水
し
て
ま
だ

50
年
し
か
経
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
通
水
以
降
に
生
ま
れ
た
方

が
主
に
農
業
を
営
む
こ
と
も
増

え
た
今
、
通
水
以
前
は
ど
れ
ほ
ど

農
作
物
を
育
て
る
こ
と
が
大
変

で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
通
水
を
実

現
す
る
た
め
に
ど
れ
ほ
ど
の
苦

難
が
あ
っ
た
の
か
、
知
る
方
も
少

な
く
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
豊
川
用
水
通
水
50
周
年

の
節
目
を
迎
え
る
今
だ
か
ら
こ

そ
、
あ
っ
て
当
た
り
前
に
感
じ
る

水
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
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通
水
以
前
、
水
源
に
恵
ま

れ
な
い
集
落
で
は
、
農

業
用
水
を
確
保
す
る
た
め
、
遠

く
の
た
め
池
ま
で
、
水
お
け
を

担
い
で
水
を
く
み
に
行
き
ま
し

た
。
牛
車
が
あ
る
農
家
は
牛
車

に
乗
せ
て
水
を
運
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
牛
車
が
無
い
農

家
で
は
人
力
で
運
ぶ
し
か
な

く
、
大
変
な
重
労
働
で
し
た
。

　
水
が
満
足
に
確
保
で
き
な
い

た
め
、
畑
で
は
ム
ギ
や
サ
ツ
マ

イ
モ
ぐ
ら
い
し
か
収
穫
で
き

ず
、
大
き
な
収
入
に
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
主
に

女
性
が
農
作
業
を
行
い
、
男
性

は
よ
り
現
金
収
入
の
得
や
す
い

地
引
網
な
ど
の
漁
業
を
し
て
生

活
を
支
え
て
い
ま
し
た
。

　
天
候
に
よ
っ
て
は
干
ば
つ
に

な
る
こ
と
も
多
く
、
せ
っ
か
く

育
て
た
作
物
も
枯
れ
て
し
ま
う

な
ど
、
水
に
か
か
る
苦
労
は
大

変
な
も
の
で
し
た
。

確
か
に
あ
っ
た
、
水
が
な
い
時
代

Ｑ：通水以前はどのような農業でしたか？
Ａ：障子にビニール貼って、菊を作ったね。昭和

30 年代には木造温室でトマトを作り始めたけ
ど、雨水頼みで多くは作れなんだね。

Ｑ：通水後の農業はどう変わりました？
Ａ：用水のおかげで水が無いって心配はなくなった

から、水をたくさん使う施設園芸を大きくでき
たね。エンドウやトマト、メロンなどいろいろ作っ
たよ。井戸水だったときはみんなで使うとすぐ
になくなってしまったけど、いつでも同じ圧力で
出るのはありがたかったね。

Ｑ：若い農業者に伝えたいこと
Ａ：まあ何にも言わん。水があるのが当たり前に

なっとるからなぁ。ひねったら出るもんね。思い
出せって言っても分からんから仕方ないわなぁ、
水の苦労なんて。ただ、今も昔も頭使って前へ
前へ進むだけだわなぁ。

「そりゃわからんわなぁ、水の苦労なんて」
赤羽根町の宮田誠一郎さん（90歳）に豊川用水通水前後の農業について伺いました

1／ため池で水をくむ風景。1日何回も
畑に水を運ぶのが農作業の大きな負
担であった
2／牛車を使って水を運ぶ様子。牛は
農業に欠かせない貴重な存在であった
3／昭和30年代のサツマイモのつるさ
し風景（個人提供）
4／昭和30年代ムギの収穫の様子

（個人提供）

1
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田
畑
に
蛇
口
が
で
き
た
日

◆ホラ吹きと呼ばれ
　近藤寿市郎（明治３年～昭和35年）は現在
の高松町出身の人物で、豊川用水構想の提
唱者として知られています。近藤は愛知県
議会議員、衆議院議員時代に一貫して豊川
用水の実現に向けて活動を行っています。
昭和７年に当時の帝国議会へ豊川用水の建
設を含む議案を提出し、可決されます。この
とき、豊川用水実現まであと一歩とせまり
ますが、日中戦争と太平洋戦争の開戦や財
政問題により計画自体が立ち消えとなりま
した。しかし、戦後すぐ計画は見直され、豊
川用水は建設されることとなりました。
　近藤は常人では考えつかない壮大な構
想をたびたび発表し、「ホラ吹き」「大風呂
敷」とあだ名されました。しかし、近藤が提
唱した構想は、現在の東三河の発展に無く
てはならない「豊橋港」や「豊川用水」とし
て実現しています。

◆東南アジアにヒントを得た用水事業
　近藤が豊川用水の構想を得たのは、大正
10年、愛知県議会議員時代にインドネシア
での港湾工事、農業水利事業を視察したと
きだったといわれています。後に自伝であ
る『今昔物語』には以下のように回想してい
ます。「耕地の灌

かんがい
漑水利工事としても何千

フィートある山の絶頂までスイッチ一つ押
せば水が上がるということになっている。
…（中略）…傾斜面の山腹は段を刻んで棚田
をなし、ジャワの農耕は実に水利が長けて
いて至れりつくせりで、僕はこれを見て鳳
来山山脈に堰

えんてい
堤を築き大貯水池を設け豊川

に落とし渥美郡を始め東三河の灌漑用水を
作るべきヒントを起こしたのである」
　彼は帰国後、多くの方々の協力を得て、豊
川用水の具体的な計画を作り上げていきま
した。そして、昭和43年、豊川用水は全面通
水となりますが、近藤は通水の完成を見る
ことなく、完成の８年前の昭和35年、90歳
の天寿をまっとうしました。

豊川用水実現のために奔走した郷土の偉人

近藤 寿市郎 《こんどう じゅいちろう》

水
が
無
く
満
足
に
作
物
を

作
れ
な
い
状
況
を
一
変

さ
せ
た
の
が
豊
川
用
水
の
通
水

で
し
た
。
豊
川
用
水
は
水
源
に

上
流
で
降
っ
た
雨
水
を
貯
留
す

る
宇
連
ダ
ム
と
大
島
ダ
ム
、
そ

し
て
佐
久
間
ダ
ム
を
有
し
、
農

業
用
水
や
工
業
用
水
、
水
道
用

水
と
し
て
私
た
ち
に
供
給
さ
れ

て
い
ま
す
。
幹
線
水
路
の
総
延

長
は
約
１
１
２
㎞
、そ
の
う
ち
、

本
市
を
流
れ
る
東
部
幹
線
水
路

は
全
長
76
㎞
に
及
び
ま
す
。
特

徴
は
起
点
の
大お

お
の
と
う
し
ゅ
こ
う

野
頭
首
工（
新

城
市
）か
ら
終
点
の
初
立
池
ま

で
電
力
を
使
用
せ
ず
、
高
低
差

の
み
で
流
れ
て
い
る
こ
と
で

す
。
当
時
の
技
術
者
の
緻
密
な

計
算
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

こ
の
用
水
の
通
水
に
よ
り
、

田
畑
一
つ
一
つ
に
水
が
行
き
渡

る
よ
う
畑
地
か
ん
が
い
が
整
備

さ
れ
、
先
端
の
バ
ル
ブ
か
ら
は

必
要
な
と
き
に
必
要
な
量
の
水

が
供
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
さ
に
田
畑
に
蛇
口
が

で
き
た
の
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
本
市
農
業
は
大

き
な
変
貌
を
遂
げ
、
ム
ギ
や
サ
ツ

マ
イ
モ
な
ど
が
主
体
の
農
業
か

ら
、
水
を
大
量
に
必
要
と
す
る

温
室
で
の
花
き
な
ど
の
施
設
園

芸
や
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
露
地
野

菜
が
主
体
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
通
水
以
前
１
０
０

億
円
に
も
満
た
な
か
っ
た
本

市
（
当
時
渥
美
郡
）
の
農
業
産

出
額
は
、
平
成
28
年
に
は
約

８
５
３
億
円
と
な
り
、
日
本
一

を
誇
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

豊川用水通水50周年記念特集

今思う、水がある幸せ

近
藤
寿
市
郎
直
筆
の
書（
旧
赤
羽
根
町
土
地
改
良
区
所
蔵
）

「
東
三
河
の
沃よ
く
や野
は
か
ん
が
い
が
細
々
と
し
、田
の
稲
は
た

び
た
び
の
日
照
り
に
憂
い
て
い
る
。鳳
来
の
地
に
造
ら
れ
る

ダ
ム
に
満
々
と
水
が
湛た
た

え
ら
れ
、国
営
水
利
事
業
に
よ
り

田
畑
の
増
産
を
期
待
し
て
い
る
」と
の
意
味
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▶企画課☎23-3507

先
人
の
努
力
が
実
り
、
全
面

通
水
を
し
た
豊
川
用
水
。

し
か
し
、
用
水
事
業
は
決
し
て

終
わ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
現
在
も
水
を
安
定
し
て
供

給
す
る
た
め
に
工
事
や
修
繕
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
豊
川
用
水
二
期
事

業
と
呼
ば
れ
る
工
事
が
赤
羽
根

や
芦
ヶ
池
な
ど
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
平
成
11
年
か
ら
始
ま
っ

た
二
期
事
業
は
起
点
の
大
野
頭

首
工
（
新
城
市
）
か
ら
東
部
幹

線
の
終
点
の
初
立
池
ま
で
と
、

西
部
幹
線
の
終
点
ま
で
の
区
間

の
老
朽
化
し
た
水
路
施
設
の
改

築
と
耐
震
対
策
、
そ
れ
に
併
設

す
る
複
線
の
水
路
を
造
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
工
事
に
よ
り
用
水

が
複
線
化
し
、
水
の
安
定
供
給

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
施
設
の

長
寿
命
化
や
耐
震
性
の
向
上
・

水
利
の
効
率
化
が
図
ら
れ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
工
事
を
行
っ
て
い
る
独

立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
（
以

下
：
水
資
源
機
構
）
は
こ
の
他

施
設
の
点
検
と
補
修
を
絶
え
ず

行
い
つ
つ
水
を
供
給
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
積
み
重
ね
が
水

の
安
定
供
給
に
つ
な
が
り
本
市

の
農
業
を
支
え
て
い
る
の
で

す
。

　
そ
し
て
水
資
源
機
構
で
は
用

水
事
業
の
必
要
性
を
伝
え
る
た

め
、
工
事
現
場
の
見
学
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も

地
元
の
小
学
生
や
農
家
な
ど
、

多
く
の
方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

見
学
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
に
私
た
ち
が

安
心
し
て
水
を
使
用
す
る
た

め
、
ど
の
よ
う
な
工
事
が
行
わ

れ
て
い
る
か
見
学
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▼
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構

　
豊
川
用
水
総
合
事
業
部

☎（
０
５
３
２
）54‐６
５
０
１

水
の
恵
み
が
１
０
０
年
先
も
続
く
た
め
に

水は山からの贈り物
「山のまち」設楽町との交流事業を通じて水の大切さを学ぶイベントがあることをご存じですか？

　本市と設楽町は、毎年夏休みに実施する「山の
まち設楽体験ツアー」を通じて、設楽町や設楽ダム
について学んだり、本市の交流拠点である豊邦交
流センターで交流を行ったりしています。これは「山
のまち」である設楽町などの豊川上流域からの「水」
の恩恵を本市がどれほど受けているかを学ぶことも
目的となっています。
　現在、設楽町において水不足解決や洪水被害
の軽減のため「設楽ダム」建設が進められており、
これにより、120 戸以上の建物が水没します。私た
ちが受ける恩恵のため、上流域では住んでいた場
所を移らなければならない人もいるのです。
　こうした事実を理解するためにも、交流事業を通
して、設楽町をもっと身近に感じ、水の大切さと山

の素晴らしさを体験してみてはいかがでしょうか。こ
のツアーイベントは今年も開催予定です。

※詳細は 23 ページをご覧ください。

芦ヶ池工区工事のトンネル見学の様子（水資源機構提供）

赤羽根下流工区工事の外観

▲ツアーではダム水没予定地も見学します
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水
の
一
滴
は
血
の
一
滴

　
豊
川
用
水
は
日
本
で
最
も
成
功

し
た
用
水
事
業
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
通
水
に
よ
り
飛
躍
的

な
発
展
を
遂
げ
た
本
市
の
農
業
を

指
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
そ
の

発
展
を
信
じ
、
途
方
も
な
い
計
画

の
実
現
を
訴
え
続
け
た
近
藤
や
先

人
た
ち
の
「
先
見
の
明
」
は
素
晴

ら
し
い
も
の
で
し
た
。

　
そ
し
て
現
在
も
豊
川
用
水
二
期

事
業
は
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

１
０
０
年
先
も
本
市
の
農
業
が
発

展
し
続
け
る
た
め
に
は
、
水
の
安

定
供
給
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
水
は
本

市
の
農
業
の
生
命
線
な
の
で
す
。

　
「
水
の
一
滴
は
血
の
一
滴
」

　

わ
ず
か
50
年
前
、渥
美
半
島
の

水
は
こ
う
例
え
ら
れ
た
ほ
ど
貴

重
な
も
の
で
し
た
。こ
の
言
葉
の

重
み
は
今
も
昔
も
変
わ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
言
葉
を
忘
れ
ず
、
私
た

ち
は「
水
が
あ
る
幸
せ
」を
次
の

世
代
に
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　豊川用水通水を大きなきっかけとして、渥美半
島は日本有数の農業地帯となりました。しかし、江
戸時代まで「奥

おくごおり
郡」と呼ばれており、大きな河川

がないため常に渇水に悩まされ、農業に適さない
赤土の荒地が広がる、農業困難地域でした。
　今回の企画展では、豊川用水通水５０周年を記
念して、通水以前の渥美半島の農業に係った先人
たちが、どのような工夫と努力によって、農業の発
展の基礎をつくってきたかを概観します。また、高
松町出身の近藤寿市郎が提唱した豊川用水構想
を振り返ると共に、通水後の渥美半島の農業がど
のように発展してきたかを展示します。

開 館 時 間：午前9時～午後5時（入館は午後４時30分まで）

休 館 日：毎週月曜日（祝日の場合は翌平日）

会 場：田原市博物館
観 覧 料：高校生以上400円（320円）、中学生以下無料

（　）内は20人以上の団体料金

主な展示物：田原の農業と豊川用水に関わる文書・民具など
展 示 解 説：７月21日（土）午前11時～、８月25日（土）午前11時～

田原市の農業の歴史と豊川用水工事見学
日時：８月８日（水）午前９時30分～
定員：30名（先着）　申込：7月14日（土）から電話にて

関連
行事

畑
に
は
じ
め
て
流
れ
出
た

あ
の
水
の
手
ざ
わ
り
を
、味
を
、

わ
し
ゃ
今
で
も
よ
う
覚
え
と
る
。

こ
り
ゃ
あ
、

百
姓
の
夜
明
け
に
な
る
ず
ら
よ
。

▶田原市博物館☎22-1720

豊川用水通水50周年記念特集

今思う、水がある幸せ

高
松
町
付
近
の
上
空
写
真（
水
資
源
機
構
提
供
）

『
水
の
歌
』の「
畑
の
虹
」（
昭
和
56
年
）山
田
も
と

渥美半島の
農業の歩みと豊川用水
7月14日土～9月2日日

豊川用水通水50周年記念
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歳入予算額 収入済額 歳出予算額 支出済額

99.6％（収入率） 152.2億円（予算現額）

92.0％

102.1％

109.2％

72.6％

20.9％

0.0％

100.0％

93.7％

92.7％

23.1億円

20.2億円

17.6億円

15.9億円

13.5億円

11.5億円

8.6億円

7.5億円

10.6億円

歳入予算
280億7,358万円

収入済額
252億5,212万円
（89.9％）

その他
（財産収入や諸収入など）

使用料及び手数料
（市営住宅家賃など）

市債
（新たな市の借金）

繰越金
（昨年度余ったお金）

繰入金
（貯金の取り崩し）

地方交付税
（所得税や法人税などがもとになった国からの交付金）

県支出金
（子ども医療費の補助金など)

地方譲与税等
（地方消費税などがもとになった国からの交付金）

国庫支出金
（道路や公園を作るための補助金など）

市税
（市民税・固定資産税など）

89.4％（執行率） 80.2億円（予算現額）

88.0％

85.5％

63.6％

93.1％

70.0％

71.5％

73.7％

92.0％

95.7％

47.1％

33.6億円

33.6億円

31.8億円

27.1億円

25.8億円

19.5億円

16.5億円

9.8億円

2.3億円

0.5億円

歳出予算
280億7,358万円

支出済額
231億577万円
（82.3％）

議会費
（議会の運営費など）

その他
（労働費や災害復旧費など）

商工費
（商業や観光の振興、企業誘致など）

農林水産業費
（農業、畜産業、水産業の振興など）

消防費
（消防活動や救急活動など）

衛生費
（予防接種やごみ処理など）

公債費
（借金の返済）

教育費
（小中学校運営や生涯学習など）

土木費
（道路や公園の整備など）

総務費
（コミュニティ支援や国際交流など）

民生費
（高齢者や障害者支援、保育園の運営など）

　田原市では、市の家計簿である財政の状況を、上半期と下半期に分けて、年２回公表しています。今回は平成30
年3月31日現在の予算執行状況などをお知らせします。なお、表中の金額は表示単位を四捨五入しているため、合
計額などが合わない場合があります。▶財政課☎27-8601

■市債（借入金）の残高 ■市有財産
財産 内容 面積・金額

土地 公園や学校の敷地など 350 万 6,948㎡

建物 市役所・学校など 39 万 9,614㎡

基金 財政調整基金など 181 億　 339 万円

出資による権利 （公財）崋山会など ４億 4,905 万円

一般会計
171億1,081万円

特別会計
102億9,496万円

教育債
22億1,085万円

土木債 23億3,773万円

その他（総務債・衛生債・民生債）
3億8,971万円

公共下水道事業特別会計
73億8,411万円

農業集落排水事業特別会計
29億1,086万円

総額●274億  577万円
臨時財政対策債
73億2,965万円

減収補てん債
19億1,660万円減税補てん債 5億6,509万円

消防債 10億424万円
公営住宅債 8億9,702万円

農林水産業債 4億5,992万円

歳出
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歳入予算額 収入済額 歳出予算額 支出済額

99.6％（収入率） 152.2億円（予算現額）

92.0％

102.1％

109.2％

72.6％

20.9％

0.0％

100.0％

93.7％

92.7％

23.1億円

20.2億円

17.6億円

15.9億円

13.5億円

11.5億円

8.6億円

7.5億円

10.6億円

歳入予算
280億7,358万円

収入済額
252億5,212万円
（89.9％）

その他
（財産収入や諸収入など）

使用料及び手数料
（市営住宅家賃など）

市債
（新たな市の借金）

繰越金
（昨年度余ったお金）

繰入金
（貯金の取り崩し）

地方交付税
（所得税や法人税などがもとになった国からの交付金）

県支出金
（子ども医療費の補助金など)

地方譲与税等
（地方消費税などがもとになった国からの交付金）

国庫支出金
（道路や公園を作るための補助金など）

市税
（市民税・固定資産税など）

89.4％（執行率） 80.2億円（予算現額）

88.0％

85.5％

63.6％

93.1％

70.0％

71.5％

73.7％

92.0％

95.7％

47.1％

33.6億円

33.6億円

31.8億円

27.1億円

25.8億円

19.5億円

16.5億円

9.8億円

2.3億円

0.5億円

歳出予算
280億7,358万円

支出済額
231億577万円
（82.3％）

議会費
（議会の運営費など）

その他
（労働費や災害復旧費など）

商工費
（商業や観光の振興、企業誘致など）

農林水産業費
（農業、畜産業、水産業の振興など）

消防費
（消防活動や救急活動など）

衛生費
（予防接種やごみ処理など）

公債費
（借金の返済）

教育費
（小中学校運営や生涯学習など）

土木費
（道路や公園の整備など）

総務費
（コミュニティ支援や国際交流など）

民生費
（高齢者や障害者支援、保育園の運営など）

市の家計簿を公表します
■一般会計　予算額　280億7,358万円

平成29年度
下 半 期

会計 予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率
国民健康保険特別会計 95 億 8,025 万円 83 億 9,666 万円 87.6％ 84 億　 772 万円 87.8％
公共下水道事業特別会計 17 億 3,380 万円 9 億 4,650 万円 54.6％ 11 億 7,872 万円 68.0％
農業集落排水事業特別会計 5 億 9,750 万円 4 億 4,132 万円 73.9％ 4 億 7,009 万円 78.7％
田原福祉専門学校特別会計 １億 3,061 万円 9,792 万円 75.0％ 1 億 1,281 万円 86.4％
介護保険特別会計 47 億 8,295 万円 48 億 1,042 万円 100.6％ 40 億 5,657 万円 84.8％
後期高齢者医療特別会計 7 億 9,399 万円 7 億 3,787 万円 92.9％ 7 億　 123 万円 88.3％

計 176 億 1,910 万円 154 億 3,069 万円 87.6％ 149 億 2,714 万円 84.7％

予算区分 収入予算額 収入額 収入率 支出予算額 支出額 執行率
収益的収支 14 億 9,059 万円 14 億　 995 万円 94.6％ 13 億 5,737 万円 12 億 5,605 万円 92.5％
資本的収支 1 億 8,219 万円 4,525 万円 24.8％ 7 億 5,658 万円 5 億 1,191 万円 67.7％

■特別会計

■水道事業会計

歳入
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6
月

1
日（
金
）～
30
日（
土
）、

全
国
展
開
し
て
い
る
飲
食

チ
ェ
ー
ン
の
和
食
・
居
酒
屋「
え
ん
」の
東

京
・
横
浜
・
名
古
屋
・
大
阪
に
あ
る
14
店
舗

に
お
い
て「
愛
知
県
田
原
市
フ
ェ
ア
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、首
都
圏
や
大
阪
圏
な
ど
に
農

畜
水
産
物
や
加
工
品
な
ど
、本
市
の
特
産

品
の
魅
力
を
広
め
、販
路
拡
大
に
つ
な
げ

る
と
共
に
、本
市
の
知
名
度
向
上
を
図
る

目
的
で
、渥
美
半
島
た
は
ら
ブ
ラ
ン
ド
販

路
拡
大
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。期
間
中
は
、渥
美
半
島
た
は

ら
ブ
ラ
ン
ド
認
定
事
業
者
や
認
定
を

目
指
す
市
内
事
業
者
ら
の
自
慢
の
食

材
13
品
目
を
使
っ
た
本
市
ら
し
い
料

理
が
、期
間
限
定
の
特
別
メ
ニ
ュ
ー

と
し
て
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
え
ん
」の
店
内
は
、昔
な
が
ら
の

落
ち
着
い
た
純
和
風
の
雰
囲
気
で
、

日
本
人
だ
け
で
な
く
訪
日
外
国
人
な

ど
も
多
く
来
店
し
て
お
り
、国
内
外

の
方
に
本
市
の
魅
力
を
食
を
通
し
て

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
年
度
は
、渥
美
半
島
の
食
材
が

豊
富
な
冬
季
に
も
開
催
が
予
定
さ
れ

て
お
り（
会
場
未
定
）、外
食
産
業
な

ど
へ
の
販
路
拡
大
に
期
待
が
寄
せ
ら

れ
ま
す
。

▼
商
工
観
光
課
☎
23‐３
５
２
２

渥
美
半
島
た
は
ら
ブ
ラ
ン
ド

愛
知
県
田
原
市
フ
ェ
ア
を
開
催

１
０
０
４
１
３
３

❖親子お楽しみイベント
「渥美線」や「路線バス」のことを学んでみませんか？
　

対象：市内在住の小学生以下と保護者
申込：街づくり推進課まで参加者全員の住所、氏名、年齢、
電話番号を電話・ＦＡＸ・メールにて

❖夏休み期間中「豊鉄バス」の小学生運賃が、
どこまで乗っても１乗車50円に！！

お子さんと一緒にバスに乗って、すてきな夏休みの
思い出をつくりに出かけてみませんか？

上記期間内で「田原市ぐるりんバス」に乗車された
小学生には、プレゼントを進呈（先着順）します。

▶街づくり推進課（田原市地域公共交通会議事務局）　
　☎27‐8603　 22‐3811
　  machi@city.tahara.aichi.jp
▶豊鉄バス㈱　☎（0532）44‐8414

「目指せ！渥美線博士」「目指せ！バス博士」

内容 渥美線の乗り方や整備工
場の見学など

バスとの綱引き、洗車体
験、整備工場の見学など

日時 7月28日（土）
9：30～12：10

8月4日（土）
9：30～12：00

集合・
解散 三河田原駅 田原市役所

場所 豊橋鉄道渥美線
高師車庫

豊鉄バス㈱
植田車庫

定員 40名程度 35名程度

申込
期限 7月10日（火）（必着） 7月17日（火）（必着）

夏休みに身近な鉄道・バスを知ろう！乗ろう!				           

実施期間 7月21日（土）～9月2日（日）

乗車方法

乗車時に整理券を取り、降車時に小学生で
あることを運転手に伝え、整理券と一緒に
小学生1人あたり50円を運賃箱に入れて
ください。

対象路線 豊鉄バス全路線　※高速バスを除く

1004156

1004157 1004158

◦田原市産の食材で作った料理を味わう田原市長 ◦しらすとズッキーニのサラダ

◦店先に掲示されたポスター
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たはらエコフェスタ同時開催

第6回きらり☆宝市

▪取り扱うもの
本市のご家庭から出たもので、ご自身で搬入できるものが対象です。提供していただ
く品数に制限はありませんが、お持ち帰りできる数は１人につき３点程度とします。
①衣類　②おもちゃ　③ホビー用品　④生活雑貨　⑤育児用品　⑥家具
※取り扱いできないもの　食料品、化粧品類、学生服、危険物（刃物・薬品など）、家電品、大型家具（１人で
持ち運びができないもの）、汚れや破損の激しいもの
▪事前持ち込み
イベント当日に不用品の持ち込みが困難な方は、7 月 9 日（月）から事前持ち込みを受け付けます。
市役所執務時間中に廃棄物対策課（南庁舎２階）へお持ちください。
▪その他イベント

たはら
エコフェスタ
たはらエコ・ガーデンシティ構想の普及啓発を図るため、市民活動団体、事業者、行政との協働によ

るエコイベント「たはらエコフェスタ2018」を開催します。ご家族やお友達とお誘い合わせの上、
ぜひお越しください。　　　　　　　　　

テーマ　エコってなあに？　
　　　　～さがしてみたらこんなにあった！～
日　時　７月22日日　10：00～15：00
場　所　田原文化会館一帯
内　容　親子で楽しめる体験型エコ教室、環境クイズ

ラリー、第6回きらり☆宝市、ミニSL、打ち水
体験、燃料電池自動車の試乗会、「地球温暖化
に伴う侵略性外来生物」の講演など

2018
このイベントは、たはら健康マイレージの対象です。

きらり☆宝市は、皆さんのご家庭に眠っている“まだ使えるけど使わないもの”を
お譲りいただき、希望する方に無料で提供するリユースイベントです。お譲りでき
る品物を、ぜひ当日会場にお持ちください。　　　　▶廃棄物対策課☎23-3538

▪リユース自転車抽選会
資源化センターに持ち込まれた自
転車を抽選でお譲りします。（大人
用４台、子ども用２台を予定）
※きらり☆宝市へ品物を提供された
方は、抽選券を３枚配布します。

▪使用済み天ぷら油の回収
植物性の廃食用油を廃油せっけん
と交換します。（先着20名）
※廃食用油は、ペットボト
ルなど密封できる容器に入
れてお持ちください。

▪小型家電の回収
使用済み小型家電（携
帯電話・パソコン・デジ
カメなど）をエコバッ
グと交換します。（先着
50名）

1004987

1004153

エコ普及啓発ポスターを募集します
応募資格　市内在住・在勤・在学の方
募集部門　①小学校低学年の部
　　　　　②小学校高学年の部
　　　　　③中学校・高校生・一般の部
募集期間　７月2日（月）～９月10日（月）
画　　材　四つ切画用紙
応募方法　詳細は市HPをご覧いただくか、たはら

エコ・ガーデンシティ地域協議会事務
局までお問い合わせください。

賞◦表彰　部門別に最優秀賞、優秀賞などを選出
　　　　　田原市民まつりで表彰予定
発　　表　広報たはらおよび市HPで発表
　　　　　市内４カ所で作品展を開催

▶たはらエコ・ガーデンシティ地域協議会事務局
　（環境政策課内）☎23-3541

7月22日日　田原市総合体育館　アリーナ
品 物 提 供：12：00～15：00（なくなり次第終了）
整理券配布：10：00～
提供品受付：10：00～12：00

◦体験エコ教室（昨年） ◦きらり☆宝市（昨年）
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◦対象　※所得制限があります。

・母子家庭（父に重度の障害がある家庭を含む）で18歳以下（18歳に達した
日の属する年度の末日まで。以下同じ）の児童を養育する母および児童

・父子家庭（母に重度の障害がある家庭を含む）で18歳以下の児童を養育す
る父および児童

・父母のいない18歳以下の児童
◦内容
医療保険における自己負担額を助成します。
◦申請に必要なもの
保険証、印鑑、戸籍謄本（写しでも可）、転入者の場合は所得証明書

◦対象
中学３年生（満15歳に達した最初の３月31日）まで
※小学生以上の障害者医療・母子家庭等医療を受けている方を除く

◦内容
医療保険における自己負担額を助成します。

◦申請に必要なもの
保険証（加入手続き中のときは証明書）、印鑑

　子ども医療費助成

　母子家庭等医療費助成

医療費の助成制度

◦対象
後期高齢者医療に加入している方で以下に該当する方
・障害者医療の受給資格者
・一人暮らしの方（市町村民税非課税または免除されている方）など

◦内容
医療保険における自己負担額を助成します。

◦申請に必要なもの
保険証、印鑑、それぞれの手帳など

　後期高齢者福祉医療費助成

※
８
月
１
日
か
ら
印
刷
は
青
色

見 

本

見 

本

　本市では、市民の皆さんが医療機関にかかるときの費用の負担を軽くし
て、安心して医療サービスを受けていただけるよう、さまざまな助成制度
を設けています。詳しくはお問い合わせください。

◉保険年金課　医療係 　　☎23‐3514
国保年金係 ☎23‐2149

見 
本
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医療費の助成制度

◦対象
・１～３級の身体障害者手帳所持者（腎臓機能障害は４級、進行性筋萎縮症は

４～６級の方）
・Ａ・Ｂ判定の療育手帳所持者
・自閉症状群と診断されている方
◦内容
医療保険における自己負担額を助成します。
◦申請に必要なもの
保険証、印鑑、それぞれの手帳（自閉症状群については、自閉症の診療経験が
ある医師の発行する診断書）

◦対象
①精神障害者保健福祉手帳１・２級をお持ちでない方で、次のいずれかに
　該当する方
・精神障害と診断され、自立支援医療（精神通院）を受けている方
・精神障害と診断され、入院している方（措置入院の方は除く）
②精神障害者保健福祉手帳１・２級をお持ちの方
◦内容
①医療保険における精神障害治療に必要な通院医療費の自己負担額全額と　

入院医療費の自己負担額の半額を助成します。
②医療保険における自己負担額の全額を助成します。
◦申請に必要なもの
①【通院】 保険証、印鑑、自立支援医療受給者証  ※受給者証は通院のみ発行します。
　【入院】 保険証、印鑑、診断書、入院時の領収書・通帳など振込先の分かるもの
②精神障害者保健福祉手帳、保険証、印鑑、領収書、通帳など振込先の分かるもの

◦対象
国民健康保険に加入している70歳以上の方
※70歳の誕生日の翌月（１日生まれの方は誕生月）からが対象となります。
◦内容
医療を受けたとき、自己負担額が以下のとおりとなります。

【昭和19年4月1日以前生まれの方】１割（現役並みに所得がある方は３割）
【昭和19年4月2日以降生まれの方】２割（現役並みに所得がある方は３割）
◦発行について
該当の方へ70歳の誕生日の月末に郵送します。（１日生まれの方は前月末）

◉国民健康保険高齢受給者証をお持ちの方には、７月27日（金）までに新しい
受給者証を郵送します。

◉有効期限が平成30年７月31日の母子家庭等医療費受給者証・後期高齢者福
祉医療費受給者証をお持ちの方で更新申請がお済みでない方は、更新手続
きが必要です。対象になると思われる方で、通知が届かない場合はお問い合
わせください。

　 　 　 ▼保険年金課☎23‐3514

　国民健康保険　高齢者医療費給付

　障害者医療費助成

　精神障害者医療費助成

医療費受給者証の更新をお忘れなく

※
８
月
１
日
か
ら
用
紙
は
白
色

本市では、平成26年4月から精神障害
者保健福祉手帳1・2級所持者の医療
保険における全疾患の自己負担額全
額を助成しています。

見 

本

見 
本

見 

本
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2018 アーバンリサーチ ISA ワールドサーフィンゲームス
　大会開催まで、 あと２カ月半。 今月は、 皆さんにより楽しく観戦して
いただくため、サーフィンの基礎知識をご紹介します。▲

2018 ISA ワールドサーフィンゲームス実行委員会
（ワールドサーフィンゲームス準備室内）

　☎23-3528　　surf-tahara@city.tahara.aichi.jp　　1005271

ショートボード ファンボード
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0
ロングボード（cm）

サーフボードの形と大きさの目安

大会の最新情報は
実行委員会ツイッターでチェック！

ID=surf_tahara

サーフボードの種類

　サーフボードにはさまざまな大きさ・形がありますが、代表的
なものをご紹介します。

ショートボード　サーフボードと聞いて、多くの人がまず思い浮
かべるのがこの形。動きが機敏で、鋭い方向転換や空中に飛び出
す華麗な技が可能ですが、その分難易度が高めです。今大会は、
このショートボードで競われます。

ロングボード　長くて厚さがあり、浮力が高いため安定感があり
ます。ゆったりした動きで優雅に波に乗ることができます。

ファンボード　ショートボードとロングボードの中間的な性質を
持ちます。上達を目指す初心者向けともいわれています。

ボトム

リップ

フェイス

ピーク

波の名称

　サーフィンを理解するためには、波の名称と特徴を知ることが
大事です。右の写真のように、波の位置によって ピーク・リッ
プ・フェイス・ボトム　と名称が変わります。また、波の割れて
いく方向によっても、名称が変わります。

レギュラーの波　波打ち際から見て、右から左に割れていく波
グーフィーの波　波打ち際から見て、左から右に割れていく波

サーフィン大会で感じてみよう

　百聞は一見に如かず。９月のワールドサーフィンゲームス開催
までに、本市で行われるサーフィン大会を観戦してみましょう。

田原おいでんガールズカップ
７月８日（日）・ロングビーチまたはロコポイント
JPSAジャパンプロサーフィンツアー2018（ショートボード第３戦）
７月27日（金）～29日（日）・ロングビーチまたはロコポイント

主な技

エアリアル
波から空中に飛び
出して、また波に戻
る技。空中で回転
する大技にトライ
する選手もいます。

カットバック
サーフボードの進
行方向を180度変
える技。スピード感
のある鋭い動きが
特徴です。

ボトムターン
波のボトムで大きく
深くターンする技。
フェイスを一気に
降りる慣性と遠心
力でターンします。
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企  画  提  案
ボランティア

日　時：10月2８日日　午前10時～午後4時（予定）
会　場：田原文化会館周辺

企画提案

【募集内容】開催目的である「市民相互の融和と市民意識の高揚」のため、田原市民を対象に行う催事、啓発事
業、活動発表など（ブース出展やステージ企画）

【応募資格】市内在住・在勤の方を含む３名以上の団体
【定員】40団体程度
【審査】募集要領に基づき、事業の採択の審査あり　※提案内容について確認・調整を行う場合あり
【申込】７月27日金までに企画提案書に必要事項を記入の上、商工観光課へ直接・ＦＡＸ・Ｅメール・郵送にて
／締切日必着　
※企画提案書は、田原市民まつりＨＰからダウンロードもしくは、商工観光課、渥美支所、赤羽根市民センター
で配布
※詳細は、田原市民まつりＨＰにある企画提案募集要領をご覧ください。

ボランティア

【活動内容】来客者対応、餅投げお手伝い、会場管理およびイベントの盛り上げなど
【活動時間】午前９時30分～午後４時30分ごろ（休憩１時間）
【応募資格】市内在住・在勤・在学の15歳以上の方（グループ申込可／中学生を除く）
【定員】20名程度
【申込】９月21日金までに申込用紙に必要事項を記入の上、商工観光課へ直接・ＦＡＸ・Ｅメール・郵送に
て／締切日必着
※申込用紙は、田原市民まつりＨＰ、商工観光課、渥美支所、赤羽根市民センターで配布

【その他】希望者にボランティア証明書を発行

イベント名（市町村）／場　所 期　日 問い合わせ

海水浴場（蒲郡市）／西浦パームビーチなど 7/1 日～ 8/31 金 蒲郡市観光商工課☎（0533）66-1120

蒲郡まつり（蒲郡市）／蒲郡駅前、竹島埠頭周辺 7/28 土 29 日 蒲郡まつり実行委員会☎（0533）66-1120

新城納涼花火大会（新城市）／桜淵公園 8/13 月 新城市観光協会☎（0536）29-0829

豊川手筒まつり（豊川市）／豊川市野球場 8/25 土 豊川手筒まつり実行委員会☎（0533）86-4101

炎の祭典（豊橋市）／豊橋球場（豊橋公園内） 9/8 土 炎の祭典実行委員会☎（0532）53-7211

星空おんがく祭 2018（東栄町）／東栄町野球場 9/22 土 星空おんがく祭実行委員会事務局☎（0536）76-0502

東三河の観光イベントをご紹介します。（東三河８市町村の広報紙共同企画）

▶愛知県東三河広域観光協議会☎（0532）54‐1484　 http://www.honokuni.or.jp/

イベント情報

▲
田原市民まつり推進協議会事務局（商工観光課内）　〒441-3492（住所不要）

　 ☎23-3522 22-3817  syoko@city.tahara.aichi.jp　 http://tahara-fes.sakura.ne.jp/

1004979

募集
会場を盛り上げる
ステージ企画も
待ってるきゃべ☆
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　交流スポーツ大会が渥美運動公園屋内競技場で開
催され、市内20のコミュニティ協議会から約480名
が参加しました。この大会は、協議会ごとに男女混合
で編成されたチームによる対抗戦で、玉入れなどの
競技が行われました。参加者は競技を通じて、心地よ
い汗を流しながら一体感を高めることができまし
た。

地域の団結が育む
交流の輪

6/9
［土］

願いを込め
舞い上がれ初凧

5/26
［土］

　伝統の田原凧まつりが開催されまし
た。26日（土）、トヨタ自動車㈱厚生セン
ターで行われた初凧祈願祭では、子ども
の健やかな成長を願い、72枚の祝い凧
が青空を彩りました。27日（日）には、は
なのき広場周辺でけんか凧合戦が行わ
れ、熱戦が繰り広げられました。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

全
国
大
会
な
ど
に
出
場
し
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
し
ま
す
！

※
学
年
は
い
ず
れ
も
出
場
時

▪第17回全国小学生ソフトテニス大会
（千葉県白子町［3／29～31］）
◎田原市スポーツ少年団ソフトテ
ニス部

【写真左から】坂口生
い く ま

磨くん（童浦
小５年）、石灘蒼

そ う え い

瑛くん（同小４年）

▪第35回全日本小学生ソフトテニス選手権
大会（愛媛県今治市［7／26～29］）
◎田原市スポーツ少年団ソフトテニス部

【写真左から】坂口生
い く ま

磨くん（童浦小６
年）、石灘蒼

そ う え い

瑛くん（同小５年）、鈴木唯
ゆ い と

斗
くん、大和朔

さ く や

也くん（神戸小６年）

９位入賞

▲会場内は和やかな雰囲気でした（主催：田原市地域コミュニティ連合会）
【玉入れ】優勝：童浦、準優勝：田原東部、３位：泉、清田
【フライングディスクゴルフ】優勝：伊良湖、準優勝：神戸、３位：田原中部、和地

▲子どもの健やかな成長を願い、家族で初凧を揚げていました（初凧祈願祭）
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～渥美半島
を元気に！～

元気通信
山下市長の

　６月10日（日）から台湾で開催された第７回東ア
ジアカップにソフトボール全日本大学女子選抜チー
ムの一員として参加した竹田早希さん（大久保町）が
山下市長を表敬訪問しました。竹田さんは「大学日本
代表の投手として、自分の力を発揮してがんばりた
い」と力強く抱負を語りました。

　田原凧保存会が後継者育成のため４
月から始めた「凧の学校はやぶさ」。入学
した若い皆さんの「田原凧」に対する熱
い思いに触れ、私自身も「田原凧」を楽し
んでいる一人として大いに刺激を受け
ています。
　楽しみといえば、本市には文化・教養・
趣味・スポーツから子育て・介護・歴史探
索など、多くの学びや活動の場がありま
す。市の生涯学習情報誌には120以上
掲載されており、地域や仲間同士の集

まりを含めればさらにその数は増えるで
しょう。
　まずは無理なく自分にできそうなこと
からチャレンジし、新たなコトや人のつ
ながりを楽しんでみてはいかがでしょう
か。

　山林火災訓練が衣笠山中腹付近の滝
頭仁崎観光道路と大山トンネル出入口
付近（伊川津側）で実施され、田原市消防
団の全10分団・約600名が参加しまし
た。団員は真剣な表情で中継放水訓練な
どを行い、実践力を磨くとともに、各分
団との連携を確認しました。

日の丸を背負い
狙うは三振の山

5/28
［月］

楽しみは多い方がいい

▲市長に意気込みを語る竹田さん
【大会結果】優勝

地域防災のため
磨く団結力

5/20
［日］

▲中継放水訓練を行う団員たち（大山トンネル出入口付近）
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●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真（応募時点）

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します。
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

　平成２９年12月から活動を始めた視覚障害者団体さくらんぼです。
　目の見えにくい方、目の不自由な方、困っている事
悩んでいる事はありませんか?
　視覚に障害のある人同士で話をすることで、新しい
発見があったり、諦めていた事ができるようになったり
することがあります。
　現在、2カ月に1回、田原福祉センターで交流会を開
催したり、外に出掛けたりして楽しんでいます。
　そして目が見えにくくなってから始めた二胡やギ
ターを演奏しに出掛けて、音楽活動も楽しんでいま
す。
　1人では勇気が出ないこともみんなでやると自然に
できたり、楽しめたりすることがたくさんあります。
　視覚障害の方、そのご家族の方やお知り合いの方、
興味がありましたら、一度「さくらんぼ」に遊びに来てく
ださい。サポートボランティアの方も募集中です。
　また、障害をお持ちの方で、外出に不安のある方は
田原市社会福祉協議会までご相談ください。

みんなで集えば、世界は広がる！！

▲福祉施設でギター を演奏する柳田さん

▲交流会で点字の勉強をする会員

前田 拳杜くん
けん  と

1歳
光崎

鈴木 創士くん

1歳 
田原町

そう  し

ココちゃん（4歳）
チワワ♀

（野田町 鎌倉さん）

▲5月16日（水）撮影

　黒河湿地で、例年よりも１０日ほど早くハッチョウトン
ボを撮影することができました。ハッチョウトンボを見
ると初夏の訪れを感じます。
　ハッチョウトンボは、日本最小のトンボで、１０円玉よ
りも小さく約２センチ程の大きさです。ハッチョウトンボ
は、本州・四国・九州に分布し、５月下旬から１０月初旬ま
で見られ、夏の暑い日には、沢山飛んでいます。
　平地や丘陵地の日当たりの良い湿地や湿原に生息
していますが、昨今生息地が減少しており、県によって
は絶滅危惧種に指定されています。
　みなさんも、初夏を感じに、散策に出掛けませんか。

初夏の訪れ　
広報サポーター

花井 岳晴

わが家の
ペット

　皆さん、日頃から運動をしていますか？
　私たち、田原市スポーツ推進委員会は地域の皆さ
んへニュースポーツの楽しさをお伝えすることで、健
康な体づくりのお手伝いをしています。
　主な活動としては、いつでも、どこでも、誰とでもで
きるニュースポーツの普及・指導のため、講座や大会
の開催などをしています。
　今回は、『ロゲイニング』というスポーツを紹介した
いと思います。ロゲイニングとは、地図を基に各所に
設置されたチェックポイントを時間内により多く回り、
集めたポイントを競うスポーツです。健康促進につながるだけでなく、好きな仲間や家族と
参加して、絆を深める、地元の名所を巡るなど、それぞれの目的で楽しめる点も大きな魅力
です。
　今後、田原市スポーツ推進委員会では、地域や関連部署と協力して各種大会を開催して
いきたいと考えています。

■田原市ディスクドッヂ大会
　【期日】１２月８日（土）【場所】渥美運動公園屋内競技場
■冬のウォーキング 
　【期日】平成３１年１月２０日（日）【場所】未定
■田原市キンボールスポーツ大会 
　【期日】平成３１年２月１０日（日）【場所】渥美運動公園屋内競技場

いつでも、どこでも、だれとでも 1001143

田原市
スポーツ推進委員会

（スポーツ課）
☎２３-３５３１

［投稿者］

▲ロゲイニングの作戦会議中　　　　　

視覚障害者団体
さくらんぼ

（代表　柳田知可）
田原市社会福祉協議会

☎２３-0610

［投稿者］
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●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真（応募時点）

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します。
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

　平成２９年12月から活動を始めた視覚障害者団体さくらんぼです。
　目の見えにくい方、目の不自由な方、困っている事
悩んでいる事はありませんか?
　視覚に障害のある人同士で話をすることで、新しい
発見があったり、諦めていた事ができるようになったり
することがあります。
　現在、2カ月に1回、田原福祉センターで交流会を開
催したり、外に出掛けたりして楽しんでいます。
　そして目が見えにくくなってから始めた二胡やギ
ターを演奏しに出掛けて、音楽活動も楽しんでいま
す。
　1人では勇気が出ないこともみんなでやると自然に
できたり、楽しめたりすることがたくさんあります。
　視覚障害の方、そのご家族の方やお知り合いの方、
興味がありましたら、一度「さくらんぼ」に遊びに来てく
ださい。サポートボランティアの方も募集中です。
　また、障害をお持ちの方で、外出に不安のある方は
田原市社会福祉協議会までご相談ください。

みんなで集えば、世界は広がる！！

▲福祉施設でギター を演奏する柳田さん

▲交流会で点字の勉強をする会員

前田 拳杜くん
けん  と

1歳
光崎

鈴木 創士くん

1歳 
田原町

そう  し

ココちゃん（4歳）
チワワ♀

（野田町 鎌倉さん）

▲5月16日（水）撮影

　黒河湿地で、例年よりも１０日ほど早くハッチョウトン
ボを撮影することができました。ハッチョウトンボを見
ると初夏の訪れを感じます。
　ハッチョウトンボは、日本最小のトンボで、１０円玉よ
りも小さく約２センチ程の大きさです。ハッチョウトンボ
は、本州・四国・九州に分布し、５月下旬から１０月初旬ま
で見られ、夏の暑い日には、沢山飛んでいます。
　平地や丘陵地の日当たりの良い湿地や湿原に生息
していますが、昨今生息地が減少しており、県によって
は絶滅危惧種に指定されています。
　みなさんも、初夏を感じに、散策に出掛けませんか。

初夏の訪れ　
広報サポーター

花井 岳晴

わが家の
ペット

　皆さん、日頃から運動をしていますか？
　私たち、田原市スポーツ推進委員会は地域の皆さ
んへニュースポーツの楽しさをお伝えすることで、健
康な体づくりのお手伝いをしています。
　主な活動としては、いつでも、どこでも、誰とでもで
きるニュースポーツの普及・指導のため、講座や大会
の開催などをしています。
　今回は、『ロゲイニング』というスポーツを紹介した
いと思います。ロゲイニングとは、地図を基に各所に
設置されたチェックポイントを時間内により多く回り、
集めたポイントを競うスポーツです。健康促進につながるだけでなく、好きな仲間や家族と
参加して、絆を深める、地元の名所を巡るなど、それぞれの目的で楽しめる点も大きな魅力
です。
　今後、田原市スポーツ推進委員会では、地域や関連部署と協力して各種大会を開催して
いきたいと考えています。

■田原市ディスクドッヂ大会
　【期日】１２月８日（土）【場所】渥美運動公園屋内競技場
■冬のウォーキング 
　【期日】平成３１年１月２０日（日）【場所】未定
■田原市キンボールスポーツ大会 
　【期日】平成３１年２月１０日（日）【場所】渥美運動公園屋内競技場

いつでも、どこでも、だれとでも 1001143

田原市
スポーツ推進委員会

（スポーツ課）
☎２３-３５３１

［投稿者］

▲ロゲイニングの作戦会議中　　　　　

視覚障害者団体
さくらんぼ

（代表　柳田知可）
田原市社会福祉協議会

☎２３-0610

［投稿者］
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市
民
活
動
だ
よ
り

地
域
の
話
題

市民の
チカラ

地域の
チカラ

 　
　

大
草
地
区
は
、本
市
の
南
東
部
に
位
置

し
南
は
太
平
洋
に
面
し
、ほ
う
べ
と
保
安

林
と
い
っ
た
緑
豊
か
な
森
が
広
が
り
、北

に
は
汐
川
、地
区
の
中
心
に
は
宝ほ
う
ど
う
じ

憧
寺
川

が
流
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、惣そ
う
さ
く
こ
よ
う

作
古
窯
や
一
色
七
郎
邸
跡
と

い
っ
た
史
跡
も
あ
り
、緑
と
歴
史
文
化
の

香
り
が
漂
う
地
域
で
す
。

▪
大
草
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
地
域
内

の
親
睦
を

図
る
目
的

で
、ミ
ニ

バ
レ
ー
と

フ
ラ
イ
ン

グ
デ
ィ
ス

ク
ゴ
ル
フ

を
行
い
、

各
地
区

（
５
地
区
）

か
ら
多
く

の
方
々
が
参
加
し
、気
持
ち
の
良
い
汗
を

流
し
て
い
ま
す
。最
近
で
は
小
学
生
チ
ー

ム
ま
で
参
加
し
て
、多
く
の
笑
い
声
で
包

ま
れ
る
大
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▪
夏
祭
り（
盆
踊
り
）大
会

　

夏
の
風
物
詩
と
し
て
、多
く
の
住
民
に

親
し
ま
れ
て
い
た
盆
踊
り
が
、昨
年
約
20

年
ぶ
り
に
復
活
し
ま
し
た
。地
域
の
若
者

有
志
が
、自
作
の
舞
台
や
踊
り
の
振
り
付

け
な
ど
を
考
え
、賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。今
後
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一

役
を
担
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

▪
お
月
見
会（
お
茶
会
）

　
毎
年
９
月
、中
秋
の
名
月
に
合
わ
せ
、一

色
七
郎
を
偲
び
邸
跡
に
お
い
て
、お
月
見
会

（
お
茶
会
）を
開
催
し
て
い
ま
す
。お
茶
を
楽

し
み
な
が
ら
、雅
楽
や
琴
と
い
っ
た
み
や

び
や
か
な

楽
器
演
奏

を
聞
く
こ

と
が
で
き

る
と
あ
っ

て
、地
域
内

外
か
ら
多

く
の
方
が

訪
れ
、秋
の

夕
べ
を
堪

能
さ
れ
て

い
ま
す
。

　市
民
提
案
型
委
託
事
業【
テ
ー
マ
提
示
型・

自
由
テ
ー
マ
型
】を
募
集
し
ま
す
！

　

市
民
提
案
型
委
託
事
業
制
度
は
、市
が

取
り
組
む
べ
き
事
業
を
市
民
活
動
団
体

か
ら
提
案
し
て
い
た
だ
き
、団
体
と
市
が

委
託
契
約
を
結
ん
で
事
業
を
実
施
す
る

制
度
で
す
。

　

自
由
で
柔
軟
な
発
想
に
よ
る
事
業
、市

民
の
視
点
に
立
っ
た
事
業
の
提
案
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

①
テ
ー
マ
提
示
型

【
男
女
共
同
参
画
啓
発
事
業
】

▪
事
業
内
容

　

男
女
共
同
参
画
の
意
識
を
市
民
に
広

く
啓
発
す
る
た
め
の
講
座
の
企
画
お
よ

び
開
催
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

《
事
業
の
例
》

◦
子
ど
も
や
若
者
を
対
象
と
し
た
男
女
共

同
参
画
に
関
す
る
初
級
講
座
の
開
催

▪
事
業
費

　
20
万
円（
上
限
）

▪
審
査
方
法

　

書
類
審
査
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審

査（
９
月
中
旬
予
定
）

②
自
由
テ
ー
マ
型

▪
事
業
内
容

　

団
体
が
自
由
な
発
想
で
提
案
し
、市
の

施
策
が
推
進
さ
れ
る
事
業

▪
事
業
費

　
１
０
０
万
円（
上
限
）

▪
審
査
方
法

　
書
類
審
査・公
開
審
査（
９
月
中
旬
予
定
）

※
事
業
は
、予
算
化
し
た
上
、平
成
31
年

度
で
の
実
施
。事
業
費
削
減
や
翌
年
度
へ

繰
り
延
べ
の
場
合
あ
り
。

【
共
通
事
項
】

▪
募
集
期
間　

　

７
月
２
日（
月
）～
８
月
31
日（
金
）午

後
５
時
ま
で
※
必
着

▪
応
募
方
法　

　

企
画
課
で
配
布
す
る
提
案
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、直
接
ま
た
は
郵
送

に
て
。用
紙
は
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
。　

 　

 

１
０
０
１
０
５
８

▼
企
画
課

☎
23‐３
５
０
７

23‐０
６
６
９

 kyoudou@
city.tahara.aichi.jp

田
原
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

１
０
０
１
０
６
１

shim
inkatsudo@

city.tahara.
aichi.jp

大
草

◦フライングディスクゴルフで汗を流しました

◦お月見会では音楽も楽しみました
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▶学校教育課
☎23‐3679

学校生活の
一コマを
紹介

　５月９日（水）に、ふるさと学習の一環として、４～６年生
80名が田植えを行いました。地域の方に田んぼをお借りし
ての米作りは４年ぶりです。
　まず、４Ｈクラブ（青年農業者団体）の方に、稲苗の持ち方
や1回に植える本数、植える深さなどを詳しく教えていただ
きました。その後、小学校からほど近い田んぼに移動しまし
た。到着後は、田んぼの隅から一列に並び、引いてある線を目
印に田植えを始めました。初めは、田んぼに入るのを嫌がっ
ている子や、足が泥に埋まりバランスを崩して思うように動
けない子がたくさんいましたが、だんだんと慣れてきて、植
え終わるころにはずいぶん手際よくなりました。泥んこに
なった子どもたちの顔には、笑顔があふれていました。
　約800㎡の田んぼの稲苗は、本数も間隔もまちまちです
が、すくすくと育っています。秋には稲刈りを予定していま
す。収穫後は餅つきもしようと考えています。

　本校は、平成31年度より福江中学校と統合します。
　また、昨年度より福江中学校と同様に、福江高校との中高
一貫教育のための交流活動をスタートさせています。2月19
日（月）に、伊良湖岬中学校・福江中学校・福江高校の生徒が福
江中学校の体育館に集合し、「福江中・岬中合同総合発表会及
び中高一貫成果発表会」を行いました。
　初めに、福江中学校１年生の代表生徒がパワーポイントを
使って、「探そう！１０６の魅力」というテーマで渥美の魅力
について発表を行いました。次に、本校の１・２年生の代表生
徒が、校区の福祉施設を訪問して体験したり、学んだりした
ことを13のブースに分かれ、ポスターセッション形式で発
表を行いました。福江中の生徒や福江高校の代表生徒の皆さ
んも熱心に耳を傾けて聞いてくれました。積極的に質疑応答
がされたブースもあり、交流が深まりました。最後に、福江高
校代表生徒による中学校両校の発表への感想と中高一貫教
育の内容についての発表がありました。高校生からのアドバ
イスは、中学生にとって魅力的なものであったと思います。
　今年度は、12月17日（月）に伊良湖岬中学校の体育館で同様の発表会を予定しています。最後の１
年となる伊良湖岬中学校をよろしくお願いします。

「復活した米作り」
田植えでふるさと野田を満喫 野田小学校

「中高一貫教育」
合同総合発表会及び中高一貫成果発表会 伊良湖岬中学校

◦ポスターを使い発表をする生徒

◦4Ｈクラブの方から稲苗を受け取る児童

◦みんなで協力して発表しました

◦みんなで一列に並んで植えました

広報たはら  平成30年7月│    │21



※財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容については直接広告主へお問い合わせください。

表
彰

行
政
相
談
委
員

総
務
省
中
部
管
区
行
政
評

価
局
長
表
彰

　
多
年
に
わ
た
り
、
行
政
相
談
委

員
と
し
て
国
民
の
行
政
に
対
す
る

苦
情
、
ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
に

対
す
る
相
談
活
動
に
尽
力
さ
れ
、

そ
の
業
績
が
認
め
ら
れ
た
中
川
公

子
さ
ん
（
堀
切
町
）
が
5
月
29
日

（
火
）、
行
政
評
価
局
長
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
６

23‐０
１
８
０

第
49
回
愛
知
県
青
少
年
育

成
県
民
会
議

青
少
年
団
体
等
表
彰

　

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
愛
知
連

盟　

穂
の
国
地
区
田
原
第
１
団

が
、
多
年
に
わ
た
る
活
動
を
評
価

さ
れ
、
青
少
年
団

体
と
し
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

お
し
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

１
０
０
１
１
３
１

日
時
：
７
月
21
日
（
土
）
午

後
６
時
30
分
開
演
（
30
分
前

開
場
）　

場
所
：
渥
美
文
化
会

館
多
目
的
ホ
ー
ル
他　

内
容
：

FLA
M

EN
C

O
 M

EETS JA
ZZ

（
フ
ラ
メ
ン
コ 

ミ
ー
ツ 

ジ
ャ
ズ
）

入
場
料
：
１
５
０
０
円
（
ド
リ
ン

ク
付
き
）
／
当
日
２
０
０
０
円　

チ
ケ
ッ
ト
：
市
内
文
化
会
館
な
ど

で
販
売　

▼
あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
事

務
局
（
森
下
）
☎
32‐３
９
６
３

豊
橋・田
原　
産
直・農
業

体
験
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

１
０
０
４
９
７
０

期
日
：
７
月
28
日
（
土
）
～
９
月

30
日
（
日
）　
場
所
：
あ
ぐ
り
パ
ー

ク
食
彩
村
、
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は

ら
、
Ｊ
Ａ
豊
橋
・
Ｊ
Ａ
愛
知
み
な

み
の
販
売
店
な
ど　

内
容
：
ス
タ

ン
プ
を
集
め
て
応
募
す
る
と
、
抽

選
で
地
元
な
ら
で
は
の
賞
品
が
当

た
る　

賞
品
：
田
原
産
田
原
牛
、

豊
橋
産
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
ペ
ア
食

事
券
な
ど　
応
募
方
法
：
10
月
１

日
（
月
）
ま
で
に
3
つ
の
ス
タ
ン
プ

を
集
め
た
応
募
用
紙
を
郵
送
に
て

応
募
用
紙
：
豊
橋
・
田
原
市
役
所

の
他
、
各
ラ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
配
布

▼
豊
橋
田
原
広
域
農
業
推
進
会
議

事
務
局（
豊
橋
市
農
業
企
画
課
内
）

（
〒
４
４
０‐８
５
０
１　
住
所
不
要
）

☎（
０
５
３
２
）51‐２
４
６
４

い
ら
ご
Ｄ
Ｅ
縁
日１

０
０
５
６
６
４

日
時
：
８
月
11
日
（
土
・
祝
）
午

後
５
時
～
９
時　
場
所
：
伊
良
湖

港
緑
地　
内
容
：
縁
日
屋
台
（
飲

食・ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
）、
ス
テ
ー

ジ
、お
菓
子
投
げ
な
ど　
参
加
料：

無
料　
そ
の
他
：
荒
天
中
止

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

講
座

先
端
農
業・バ
イ
オ
リ
サ
ー

チ
セ
ン
タ
ー
受
講
生
募
集

 
１
０
０
５
０
７
８

対
象
：
高
校
卒
業
程
度
の
学
歴
を

有
し
、
ｅイ
ー
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
受
講
可

能
な
方　
期
間
：
12
月
～
平
成
32

年
３
月　
場
所
：
豊
橋
技
術
科
学

大
学　
内
容
：
大
学
が
蓄
積
し
た

知
識
な
ど
を
新
た
な
植
物
工
場
お

よ
び
土
地
利
用
型
農
業
技
術
に
Ｉ

Ｔ
を
導
入
す
る
た
め
の
講
義
、
実

習
を
行
い
、
管
理
経
営
が
で
き
る

人
材
を
育
成
す
る
コ
ー
ス
／
土
曜

日
中
心
の
教
室
講
義
と
視
察
お
よ

び
e
ラ
ー
ニ
ン
グ　

定
員
：【
最

先
端
植
物
工
場
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

コ
ー
ス
】
10
名
／
【
最
先
端
土
地

利
用
型
Ｉ
Ｔ
農
業
コ
ー
ス
】
５

名
（
先
着
順
）　

参
加
料
：
５
万

円　
申
込
：
７
月
20
日
（
金
）
～

９
月
７
日
（
金
）
の
期
間
に
先

端
農
業
・
バ
イ
オ
リ
サ
ー
チ
セ

ン
タ
ー
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
に
て

▼
豊
橋
技
術
科
学
大
学　
先
端
農

業
・
バ
イ
オ
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

☎（
０
５
３
２
）44‐１
０
１
６

（
０
５
３
２
）81‐５
１
０
８

 http://w
w

w
.recab.tut.

ac.jp/
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山
の
ま
ち
設
楽
体
験
ツ
ア
ー

「
水
の
恵
み
」を
体
験
し
よ
う

１
０
０
４
１
２
４

内
容
：
設
楽
ダ
ム
講
座
、
五
平

餅
づ
く
り
体
験
、
魚
の
つ
か
み

取
り
な
ど（
天
候
に
よ
り
変
更
す

る
場
合
あ
り
）　

対
象
：
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
小
学
生
以

上
の
方（
小
学
生
は
保
護
者
同

伴
）　

日
時
：
８
月
11
日
（
土
・

祝
）
午
前
８
時
～
午
後
５
時

集
合
場
所
：
市
役
所
北
玄
関
前　

行
き
先
：
設
楽
ダ
ム
建
設
予
定

地
、
豊
邦
交
流
セ
ン
タ
ー
他　
定

員
：
30
名（
抽
選
）　
参
加
料
：
無

料
（
た
だ
し
体
験
イ
ベ
ン
ト
・
昼

食
に
か
か
る
実
費
は
現
地
で
支
払

い
【
高
校
生
以
上
】
１
０
０
０

円
【
中
学
生
以
下
】
５
０
０
円
）

申
込
：
７
月
27
日（
金
）ま
で
に
、

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
て
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
の
場
合
は
、

住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
を

明
記
）

▼
企
画
課

☎
23‐３
５
０
７

23‐０
６
６
９

http://w
w

w
.tchs.ac.jp/

田
原
福
祉
専
門
学
校

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

１
０
０
４
０
５
７

対
象
：
健
康
と
介
護
・
福
祉
に
つ

い
て
関
心
の
あ
る
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方　
開
講
日
：
８
月

中
の
10
日
間
（
平
日
）　

場
所
：

田
原
福
祉
専
門
学
校　
内
容
：
健

康
長
寿
と
介
護
予
防
、
家
族
の
介

護
に
つ
い
て
（
加
齢
に
伴
う
筋

力
低
下
予
防
、

認
知
症
と
介

護
、
食
事
と

健
康
、
睡
眠

と
健
康
な
ど

の
講
義
と
演

習
）　

定
員
：

30
名
（
先
着
順
）　

受
講
料
：
無

料
（
別
途
、
調
理
食
材
約
２
０
０

円
必
要
）　
申
込：８
月
１
日（
水
）

ま
で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ

Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
）　

そ

の
他
：
た
は
ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

対
象

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22‐３
９
３
９

22‐７
３
４
０

http://w
w

w
.tchs.ac.jp/

講
座 

渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に

日
時
：
７
月
11
日（
水
）午
前
８
時

45
分
～
９
時
30
分　
場
所
：
崋
山

会
館　
内
容
：
崋
山
か
ら
高
木
梧ご

庵あ
ん

宛
の
手
紙　
講
師
：
田
原
市
博

物
館
館
長　
鈴
木
利
昌　
受
講
料：

無
料　
申
込
：
当
日
、
会
場
に
て

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

田
原
福
祉
専
門
学
校

東
三
河
広
域
連
合「
シ
ニ
ア

介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
」

１
０
０
５
６
６
９

対
象
：
東
三
河
８
市
町
村
に
在

住
、
在
勤
の
方　
開
講
日
：
８
月

中
の
５
日
間　
場
所
：
田
原
福
祉

専
門
学
校　
内
容
：
人
生
１
０
０

年
時
代
の
シ
ニ
ア
の
生
き
方
と
介

護
に
つ
い
て
の
講
義
と
演
習　
講

師
：
田
原
福
祉
専
門
学
校
教
員　

定
員
：
50
名
（
先
着
順
）　

受
講

料
：
無
料
（
別
途
、
調
理
食
材
約

２
０
０
円
必
要
）　

申
込
：
７
月

30
日（
月
）ま
で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、住
所・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22‐３
９
３
９

22‐７
３
４
０

田
原
福
祉
専
門
学
校
公
開

講
座「
シ
ニ
ア
ヨ
ガ
入
門
講

座
」　　
　

 

１
０
０
５
６
７
０

日
時
：
７
月
21
日
（
土
）
午
後
２

時
～
３
時
30
分　

場
所
：
田
原

福
祉
専
門
学
校　

対
象
：
床
に

座
っ
て
で
き
る
全
身
運
動
を
体
験

し
て
み
た
い
方　
講
師
：L

ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー

axm
i 

Y

ヨ

ガ

O
G

A

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　

定
員：50
名（
先
着
順
）　
受
講
料：

無
料　
持
ち
物
：
運
動
の
で
き
る

服
装　

申
込
：
７
月
17
日
（
火
）

ま
で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ

Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
）　

そ

の
他
：
た
は
ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

対
象

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22‐３
９
３
９

22‐７
３
４
０

http://w
w

w
.tchs.ac.jp/
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▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
４

23‐０
１
８
０

夏
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民

運
動 

８
月
１
日
水
～
10
日
金

１
０
０
３
０
７
８

　
夏
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民

運
動
を
次
の
運
動
の
重
点
に
よ
り

展
開
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

▪
運
動
の
重
点

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
４

23‐０
１
８
０

青
少
年
の
非
行・被
害
防
止

に
取
り
組
む
夏
の
運
動

８
月
31
日
金
ま
で

非
行
の
芽
　
は
や
め
に
つ
も
う
　

み
な
我
が
子

　

夏
休
み
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、

青
少
年
が
有
害
環
境
な
ど
に
接
す

る
機
会
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

地
域
、家
庭
、学
校
が
一
体
と
な
っ

て
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
図
り

洗
面
用
具
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、

水
筒
、
軍
手
、
タ
オ
ル　
申
込
：

７
月
３
日（
火
）～
20
日
（
金
）の
期

間
に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て（
Ｆ
Ａ
Ｘ

の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
学
年
・

電
話
番
号
・
保
護
者
名
・
ア
レ
ル

ギ
ー
の
有
無
を
明
記
）

▼
生
涯
学
習
課
（
江
比
間
野
外
活

動
セ
ン
タ
ー
）

☎
37‐１
０
２
５

37‐１
２
８
７

生
活

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

７
月
11
日
水
～
20
日
金

１
０
０
３
０
７
５

　
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
を
次

の
運
動
の
重
点
に
よ
り
展
開
し
、

交
通
事
故
の
防
止
を
図
り
ま
す
。

▪
運
動
の
重
点

放
送
大
学

（
平
成
30
年
10
月
入
学
）

内
容
：
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
、
約

３
０
０
の
幅
広
い
分
野
を
学
べ
る
通

信
制
大
学　
出
願
期
間
：【
第
１

回
】
８
月
31
日
（
金
）
ま
で
【
第

２
回
】
９
月
20
日
（
木
）
ま
で　

資
料
請
求
：
電
話
ま
た
は
放
送

大
学
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w

.ouj.
ac.jp

）で
受
付

▼
放
送
大
学
愛
知
学
習
セ
ン
タ
ー

☎（
０
５
２
）８
３
１‐１
７
７
１

わ
く
わ
く
キ
ャ
ン
プ

１
０
０
５
６
３
０

対
象
：
豊
橋
市
・
田
原
市
の
小

学
４
～
６
年
生　

期
日
：
８
月

18
日（
土
）・19
日
（
日
）　
場
所
：

江
比
間
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー　

内
容
：
豊
か
な
自
然
の
中
で
飯

ご
う
炊
飯
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
、
夜
は
テ
ン
ト
泊
を
体
験
／

友
達
の
輪
を
広
げ
、
最
高
の
夏
休

み
の
思
い
出
を
つ
く
る　
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
：
愛
知
野
外
活
動
協
会

定
員
：
40
名
程
度
（
抽
選
）　
参

加
料
：
５
０
０
円　

持
ち
物
：

米
（
２
合
）、着
替
え
、入
浴
用
品
、

ま
し
ょ
う
。

▪
実
施
内
容

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

市
民
課
の
土
曜
窓
口
業
務
を

一
部
変
更
し
ま
す１

０
０
５
６
３
７

　
８
月
25
日
（
土
）
は
、
戸
籍
機

器
の
更
新
の
た
め
、
戸
籍
・
除
籍

謄
（
抄
）
本
な
ど
の
戸
籍
証
明
書

の
発
行
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
印
鑑
登
録
、
住
民
票
の

写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
は
発
行

で
き
ま
す
の
で
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
市
民
課

☎
23‐３
５
１
１

23‐４
２
７
０

「たはら暮らし」の魅力
写真で発信中！
　本市ではインスタグラムに公式アカウント「tahara_
kurashi（たはら暮らし）」を開設しています。
　「たはら暮らし」には、私
たちが日頃目にしている市内
の風景や暮らしのひとコマ、
地域のイベントなどの写真を
投稿しています。
　また、キーワードで写真が
集まるインスタグラムの仕組
みを利用し、市アカウントの
閲覧登録者に「＃たはら暮ら
し」のキーワードを付けた投
稿を呼び掛けています。
　あなたの知らない田原市を
発見できるかもしれません。
ぜひのぞいてみてください。

▶広報秘書課☎ 22-0138
1004334

・
歩
行
中
の
子
ど
も・
高
齢
者

と
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通

事
故
を
防
止
し
よ
う

・
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て

の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し

く
着
用
し
よ
う

・
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

・
歩
行
中・自
転
車
乗
用
中
の

交
通
事
故
を
な
く
そ
う

・
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
盗

の
防
止〔
年
間
取
組
事
項
〕

・
自
動
車
盗
の
防
止

・
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

・
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害

防
止

・
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
の
推
進

・
広
報・啓
発
活
動

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
適
切
な

利
用
に
関
す
る
啓
発
活
動
の

推
進
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平
成
30
年
度
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
が
決
定
し
ま
す

　
７
月
に
「
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
額
決
定
通
知
書
」お
よ
び「
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納
入
通
知

書
」
を
送
付
し
ま
す
。

▪
保
険
料
の
計
算
方
法

　
保
険
料
額
は
、
お
一
人
ず
つ
均

等
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
均
等
割

額
：
１
人
当
た
り
４
万
５
３
７
９

円
と
、
所
得
に
応
じ
て
負
担
し
て

い
た
だ
く
所
得
割
額
：（
所
得
金

額-

33
万
円
）
×
８
．
７
６
%
の

合
計
額
で
す
。
な
お
、
一
人
当
た

り
の
上
限
額
は
62
万
円
で
す
。

▪
保
険
料
の
軽
減

　
世
帯
主
と
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
の
所
得
金
額
の
合
計
に
応

じ
て
、
均
等
割
額
の
軽
減
が
判
定

さ
れ
ま
す
。

▪
平
成
30
年
度
か
ら
保
険
料
の
軽

減
率
が
変
わ
り
ま
す

▪
均
等
割
の
軽
減
率
が
変
わ
る
方

75
歳
に
な
る
前
日
に
、
ご
家
族

の
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
で
被

扶
養
者
だ
っ
た
方
は
均
等
割
額

の
５
割
を
軽
減
（
以
前
は
７
割

を
軽
減
）

▪
保
険
料
の
支
払
方
法

　
年
金
か
ら
の
お
支
払
い
（
特
別

徴
収
）
や
口
座
振
替
ま
た
は
納
付

書
（
普
通
徴
収
）
で
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。
口
座
振
替
の
場
合
は
、

市
役
所
で
手
続
き
が
必
要
で
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪
保
険
料
の
納
期

▪
特
別
徴
収

偶
数
月
の
年
金
か
ら
天
引
き

▪
普
通
徴
収

７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
の
毎

月
計
８
回
、
口
座
振
替
ま
た
は

納
付
書
に
よ
り
お
支
払
い
（
途

中
で
特
別
徴
収
と
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
）

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐３
５
１
４

23‐０
１
８
０

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
を
更
新
し
ま
す

　
現
在
、
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
保

険
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
で

す
。
８
月
１
日
か
ら
使
用
し
て
い

た
だ
く
保
険
証
を
、
７
月
中
旬
か

ら
下
旬
に
か
け
て
簡
易
書
留
郵
便

で
お
送
り
し
ま
す
。（
簡
易
書
留

郵
便
は
、
受
け
取
る
際
に
押
印
ま

た
は
署
名
が
必
要
で
す
。
配
達
時

に
不
在
の
場
合
、
郵
便
受
に
案
内

が
入
り
ま
す
の
で
、
郵
便
局
支
店

へ
再
配
達
の
依
頼
を
し
て
い
た
だ

く
か
、
直
接
受
け
取
り
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。）

▪
住
民
登
録
地
と
異
な
る
場
所
へ
保

険
証
の
郵
送
を
希
望
す
る
場
合

　
あ
ら
か
じ
め
申
請
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
印
鑑
と
身
分
証
明
書

を
ご
持
参
の
上
、
保
険
年
金
課
ま

た
は
渥
美
支
所
・
赤
羽
根
市
民
セ

ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
代

理
の
方
が
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、

代
理
の
方
の
印
鑑
と
身
分
証
明
な

ど
が
必
要
で
す
）

▪
保
険
証
の
色
が
変
わ
り
ま
す

　
保
険
証
の
色
が
、
オ
レ
ン
ジ
色

か
ら
若
草
色
に
変
わ
り
ま
す
。
８

月
１
日
以
降
に
医
療
機
関
へ
受
診

す
る
際
は
、
必
ず
新
し
い
若
草
色

の
保
険
証
を
医
療
機
関
の
窓
口
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐３
５
１
４

23‐０
１
８
０

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額

通
知　

    　

１
０
０
４
９
５
５

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
対
象
者
に
対
し
、
現
在
使
用

さ
れ
て
い
る
お
薬
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
た
場
合
に

軽
減
で
き
る
自
己
負
担
額
を
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
関

す
る
お
知
ら
せ
」
を
７
月・11
月・

翌
年
３
月
に
郵
送
し
ま
す
。　

　
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
か
か

り
つ
け
の
医
師
や
薬
剤
師
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課
☎
23‐２
１
４
９

ご
存
知
で
す
か
？

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

１
０
０
０
８
３
５

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場

合
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

が
免
除
・
猶
予
に
な
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
本
人
お
よ
び
配
偶
者
、

世
帯
主
の
所
得
で
審
査
し
ま
す
。

▪
申
請
期
間

▪
免
除
・
猶
予
期
間

毎
年
７
月
～
翌
年
６
月

▪
学
生
納
付
特
例

毎
年
４
月
～
翌
年
３
月

※
申
請
書
の
受
付
日
か
ら
２
年
１

カ
月
前
ま
で
の
未
納
期
間
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

▪
必
要
書
類

▪
失
業
さ
れ
た
方

失
業
を
証
明
す
る
書
類
（
雇
用

保
険
受
給
資
格
証
明
ま
た
は
離

職
票
）

▪
学
生
の
方

学
生
証

▼
豊
橋
年
金
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）33‐４
１
１
１

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐２
１
４
９

23‐０
１
８
０

自
衛
官
制
度
説
明
会

１
０
０
４
９
７
７

　

進
学
、
就
職
を
お
考
え
の
方
、

自
衛
隊
に
興
味
の
あ
る
方
は
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

対
象
：
平
成
30
年
度
に
18
〜
26
歳

に
な
る
方
（
保
護
者
同
伴
可
）

日
時
：
８
月
４
日
（
土
）
午
前
10

時
～
正
午
（
受
付
：
午
前
９
時
30

分
～
）　

場
所
：
田
原
文
化
会
館

１
０
１
会
議
室

▼
自
衛
隊
豊
橋
地
域
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）80‐５
１
０
４
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力
く
だ
さ
い
。

◦
十
分
発
酵
さ
せ
た
悪
臭
を
伴
わ

な
い
完
熟
堆
肥
を
使
用
し
ま
し

ょ
う

◦
散
布
後
、
雨
天
に
よ
り
鋤す

き

込
み
で
き
な
い
こ
と
が
な
い
よ

う
、
天
候
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

◦
住
居
や
観
光
施
設
に
近
い
農
地

に
散
布
す
る
場
合
は
、
生
活
環

境
に
十
分
配
慮
し
、
悪
臭
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
ハ
エ
な
ど
の
害

虫
、
粉
じ
ん
、
汚
水
が
発
生
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

◦
地
下
水
汚
染
の
原
因
に
も
な

る
、
過
剰
な
堆
肥
投
入
は
や
め

ま
し
ょ
う

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐３
５
４
１

23‐１
８
３
２

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

水
難
救
助
合
同
訓
練
を

実
施
し
ま
す

１
０
０
５
６
１
８

　
市
消
防
署
と
関
係
機
関
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
な
ど
が
連
携
す
る
水
難

救
助
合
同
訓
練
を
行
い
ま
す
。
当

日
は
、
安
全
の
た
め
、
一
時
的
に

周
辺
道
路
の
通
行
制
限
、
防
波
堤

を
は
じ
め
と
す
る
訓
練
区
域
へ
の

▪
畜
産
農
家
の
方
へ

　
家
畜
が
野
犬
の
餌
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
家
畜
が
襲
わ
れ
た

り
、
家
畜
の
餌
が
野
犬
に
盗
み
食

い
さ
れ
た
り
し
な
い
よ
う
に
、
畜

舎
の
周
り
に
進
入
防
止
策
（
フ
ェ

ン
ス
、
ネ
ッ
ト
な
ど
）
を
講
じ
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
死
亡
し
た
家

畜
は
正
し
く
処
理
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐７
４
０
１

23‐１
８
３
２

▼
愛
知
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン

タ
ー
東
三
河
支
所

☎（
０
５
３
２
）33‐３
７
７
７

堆
肥
散
布
に
よ
る
悪
臭
な
ど

の
発
生
防
止
に
ご
協
力
を

１
０
０
４
１
３
８

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
農
地
へ
の

堆
肥
散
布
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。

　
毎
年
、
堆
肥
散
布
に
伴
う
悪
臭

苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
畑
に
堆
肥
を
散
布
す
る
と
、

近
隣
の
住
宅
や
観
光
施
設
な
ど
か

ら
、
悪
臭
や
ハ
エ
な
ど
に
関
す
る

苦
情
を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
堆
肥
を
散
布
す
る
際
に
は
次
の

点
に
注
意
し
、
生
活
環
境
の
保
全

と
水
質
汚
濁
な
ど
の
防
止
に
ご
協

野
犬
対
策
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

１
０
０
１
０
２
５

　

市
内
で
は
、
野
犬
に
関
す
る
目

撃
情
報
や
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
野
犬
や
野
犬
に
よ
る

被
害
を
増
や
さ
な
い
よ
う
次
の
こ

と
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▪
市
民
の
皆
さ
ん
へ

　
生
ご
み
が
野
犬
の
餌
に
な
り
ま

す
。
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
は
、

必
ず
決
め
ら
れ
た
日
時
・
場
所
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
野
犬

に
は
絶
対
に
餌
を
与
え
な
い
で
く

だ
さ
い
。

▪
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

　
逃
亡
し
た
飼
い
犬
が
野
犬
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
係
留
器
具

（
首
輪
、
リ
ー
ド
な
ど
）
の
破
損

を
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
に
交
換
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
放
し
飼
い
は

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

進
入
制
限
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
：
８
月
10
日
（
金
）
午
前
９

時
～
正
午　
場
所
：
赤
羽
根
ロ
コ

パ
ー
ク
付
近

▼
消
防
署
赤
羽
根
分
署

☎
45‐４
１
１
９

45‐４
１
２
０

水
道
事
業
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
の
新
規
追
加

１
０
０
０
９
８
３	

　
市
水
道
事
業
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
が
追
加
に
な
り
ま
し

た
。

▪
新
規
追
加　

㈲
小
笠
原
組
（
宇
津
江
町
）

☎
37‐０
８
３
８

▼
水
道
課

☎
23‐３
５
３
２

22‐３
１
８
４

■交通事故発生状況
　6月21日（木）に市内で高齢者の交通死亡
事故が発生し、今年の事故死者数は3名とな
りました。出会い頭事故や高齢者が被害者
となる事故など、重傷事故が増加しており、
今後の事故情勢の悪化が心配されます。
■交通安全スリーＳ運動
　この運動は「ストップ」「スロー」「スマー
ト」のキーワードにより交通事故を防止する
基本行動の定着を図るものです。
ストップ：一時停止場所では必ず停止する
スロー：高齢者を見かけたら速度を控える
スマート：シートベルト全席着用を徹底する
　これらの安 全
な行動を心掛け、
思いやりの意識を
持った運転をお願
いします。

▶田原警察署☎23-0110
田原警察署だより

T A H A R A
≫田原市のデータ

交通事故発生件数

窃盗犯罪発生件数

火災・救急件数

※（　）内の数字は
　平成30年の累計

5月

●人身20件（77件）
●負傷22人（93人）
●死亡1人（2人）
●物損133件（592件）

●侵入盗0件（7件）
●乗物盗3件（7件）
●非侵入盗12件（45件）

●火災1件（15件）
●救急174件（1004件）

平成30年7月  広報たはら │    │26

INFORMATION おしらせ



７
月
は「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」強
化
月
間
で
す

　
こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民

が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　
本
市
も
、運
動
の
一
環
と
し
て
、

第
68
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

「
講
演
と
演
奏
会
」
を
開
催
し
ま

す
。

日
時
：
７
月
20
日
（
金
）
午
後
１

時
30
分
～　
場
所
：
田
原
文
化
会

館
文
化
ホ
ー
ル　
講
師
：
杉
山
多

恵
氏　
定
員
：
３
８
０
名　
参
加

料
：
無
料　
申
込
：
不
要

▼
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
23‐０
６
１
０

23‐３
９
７
０

原
爆
パ
ネ
ル・平
和
首
長
会

議
ポ
ス
タ
ー
展

　

8
月
15
日
は
終
戦
記
念
日
で

す
。
戦
争
を
体
験
さ
れ
た
方
々
も

高
齢
と
な
り
、
戦
争
の
悲
惨
さ
が

語
り
継
が
れ
る
機
会
も
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
原

子
爆
弾
に
よ
る
悲
劇
が
二
度
と
繰

り
返
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

戦
争
パ
ネ
ル
な
ど
（
原
爆
・
市
の

戦
争
遺
跡
・
平
和
首
長
会
議
ポ
ス

タ
ー
）
と
関
連
書
籍
の
展
示
を
行

い
ま
す
。

期
日
：
８
月
１
日
（
水
）
～
15
日

（
水
）　
場
所
：
田
原
市
中
央
図
書

館
視
聴
ブ
ー
ス
前

▼
地
域
福
祉
課

☎
23‐３
５
１
２

23‐３
５
４
５

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
配
布
し

ま
す

　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
は
義
足
や
人

工
関
節
を
使
用
し
て
い
る
方
、
内

部
障
害
や
難
病
の
方
、
妊
娠
初
期

の
方
な
ど
、
援
助
や
配
慮
を
必
要

と
し
て
い
る
こ
と
が
外
見
か
ら
分

か
り
に
く
い
方
々
を
、
周
囲
に
知

ら
せ
る
こ
と
の
で
き
る
マ
ー
ク
で

す
。

対
象
：
援
助
や
配
慮
を
必
要
と
す

る
方　

期
日
：
７
月
20
日
（
金
）

～　
場
所：市
役
所
地
域
福
祉
課
、

赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
、
渥
美
支

所
、
田
原
市
障
害
者
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
、
豊
川
保
健
所
田
原
保
健

分
室　
配
布
方
法
：
配
布
場
所
へ

直
接
（
代
理
人
に
よ
る
受
け
取
り

も
可
）　

そ
の
他
：
電
車
や
バ
ス

な
ど
で
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
利
用
者
を

見
か
け
た
ら
、席
を
譲
る
な
ど「
思

い
や
り
の
あ
る
行
動
」
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

▼
地
域
福
祉
課

☎
23‐３
６
９
７

23‐３
５
４
５

日
本
版
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム

訓
練「
電
気
技
術
科
」

応
募
資
格
：
お
お
む
ね
45
歳
以
下

の
方
で
、
高
校
を
卒
業
し
て
い
る

方
ま
た
は
高
校
卒
業
と
同
等
以
上

の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る

方　
取
得
目
標：電
気
工
事
士（
第

１
種
・
第
２
種
）、
電
気
主
任
技

術
者
な
ど　
訓
練
期
間
：
10
月
～

平
成
32
年
９
月　
授
業
料
：
年
間

39
万
円
（
別
途
教
科
書
、
作
業
服

な
ど
諸
経
費
必
要
）
定
員
：
12
名

受
験
料
：
１
万
８
０
０
０
円　
選

考
方
法
：
小
テ
ス
ト
（
数
学
Ⅰ
）、

小
論
文
、
面
接　
募
集
期
間
：
７

月
２
日
（
月
）
～
９
月
４
日
（
火
）

試
験
日
：【
Ａ
日
程
】
８
月
１
日

（
水
）【
Ｂ
日
程
】
９
月
14
日
（
金
）

申
込
：
浜
松
職
業
能
力
開
発
短
期

大
学
校
へ
直
接
・
郵
送
に
て

▼
浜
松
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学

校
学
務
援
助
課

☎（
０
５
３
）４
４
１‐４
４
４
４

http://w
w

w
3.jeed.or.jp/

shizuoka/college

田
原
市
中
小
企
業
退
職
金
共

済
制
度
加
入
促
進
補
助
金

１
０
０
４
１
０
０

対
象
：
次
の
要
件
を
い
ず
れ
も
満

た
す
中
小
企
業
者
①
市
内
に
事
務

所
ま
た
は
事
業
所
が
あ
る
②
中
小

企
業
退
職
金
共
済
に
新
規
に
加
入

し
、
そ
の
後
12
カ
月
分
の
掛
金
を

納
付
済
み
で
あ
る
③
市
税
の
滞
納

が
な
い　
内
容
：
従
業
員
の
福
祉

の
増
進
と
雇
用
の
安
定
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
中
小
企
業
退

職
金
共
済
に
新
規
に
加
入
し
た
中

小
企
業
に
対
し
、
納
付
掛
金
の
一

部
を
助
成　
補
助
額
：
補
助
対
象

者
が
共
済
契
約
締
結
時
に
お
け
る

被
共
済
者
に
係
る
掛
金
月
額
の

１
０
０
分
の
20
に
12
を
乗
じ
た
額

（
た
だ
し
、
後
納
割
増
金
を
除
く
）

※
申
請
方
法
な
ど
、
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

寄
付

　
次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま

す
。

▼
５
月
30
日
、
音
羽
電
機
株
式
会

社
様
か
ら
市
民
の
安
全
の
た
め
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
１
台
。

◆
お
詫
び
と
訂
正

広
報
た
は
ら
６
月
号
33
ペ
ー
ジ
、

農
業
委
員
会
だ
よ
り
の
農
地
法
第

４
条
関
係
の
審
査
件
数
に
間
違
い

が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

正
し
く
は
、
許
可
８
件
・
面
積

４
０
３
６
㎡
、
届
出
10
件
・
面
積

４
０
６
０
㎡
、
計
18
件
・
８
０
９
６

㎡
で
す
。
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金 土 日

29 30 7/1
親子リトミック  
10：30～ と保護者

6 7 8
おはなし会
15：00～
おはなし会

10：30～ 14：00～

13 14 15
おはなしポケット
10：30～

おはなし会
14：00～

おはなし会
10：30～

20 21 22
サンテパルクサマーフェア

（～9月２日日）
JIDOセン祭

～
子ども工作教室「くるくるひまわり」
10：00～ ～

27 28 29
手話のおはなし会
10：30～どなたでも
おはなし会
10：30～

親子石けん教室「お花の石けん」
9：30～ ～
※参加費200円、先着100個

3 4 5
おはなし会
15：00～
おはなし会

10：30～ 14：00～

子育て支援センター
▶子育て支援課（市役所内）
☎23‐3513

ひまわりルーム
（稲場保育園内）
☎23-0987
なのはなルーム

（伊良湖岬保育園内）
☎38-0760

◆開放日：毎週月曜日～金曜
日（祝日・お盆期間・年末年
始を除く）

※毎月 第3水曜午後休館
◆時間：9：30～12：00、13：

00～15：30
※毎日11：15～手遊び、絵本

の読み聞かせなど実施
◆対象：未就園児とその保護者
◆利用方法：予約不要
◆出張子育てひろば：赤羽

根福祉センター（毎週火
曜日9：30～11:00）・泉市
民館（毎週金曜日9：30～
11:00）

◆開館時間：9：30～12：00、
13：00～17：00

◆休館日：月曜日（月曜日が祝
日の場合は翌日の火曜日）

◆対象：０～１８歳未満の児童
（小学校入学前の乳幼児は
保護者の付き添いが必要）

田原児童センター
▶田原児童センター
☎23‐4761

1001099

田原市図書館
▶中央図書館
☎23‐4946
▶赤羽根図書館
☎45‐3426
▶渥美図書館
☎33‐1114

日　時＝７月27日（金）午後１時30分～４時
場　所＝伊川津町新堀川（集合・解散は市役所北玄関）
対　象／定　員＝小学生（３～６年生）／10名（先着順）
講　師／内　容＝市職員／水生昆虫を捕まえ、水のきれいさを考える
参加料／持ち物＝無料／マリンシューズまたは汚れてもよい運動靴・筆記用具など
申　込＝7月17日（火）までに電話・FAXにて（FAXの場合は、郵便番号・住所・氏名・電話番

号・参加者全員の氏名と年齢を明記）

▶環境政策課　☎23-3541 23-1832　 １００4098

「夏休み生きもの調査」

対  

象
乳児（0～2歳児）
幼児（3～5歳児）

小学生未就園児

平成30年7月  広報たはら │    │28



日　時＝８月１日（水）午前９時30分～午後０時30分
場　所＝田原福祉センター３階会議室
対　象／定　員＝市内在住・在勤・在学の方／20名（先着順）
講　師／内　容＝保健師、消防職員／乳児、小児に対する事故防止、応急手当（心

肺蘇生法、AED）を学ぶ講習
申　込＝7月31日（火）（託児は7月24日（火）まで）に直接、電話・FAXにて（FAX

の場合は、講座名・住所・氏名・電話番号を明記）

▶消防署警防係　☎23-4075 23-2440　 １００５635

パパママ普通救命講習会　※たはら健康マイレージ対象

月 火 水 木

6/25 26 27 ２８
工作「歩く紙の馬」

（～7月１日日）
以上

おはなし会
10：30～

元気な口の育て方
10：30～11：00
こんな時どうする？「救急法」
10：30～11：30

2 3 七夕 （～７日土） 4 5
以上

ぬりえ  （～８日日）
以上

のりもの  （～６日金）

おはなし会
10：30～
はらぺこMommysおはなし会
10：30～

9 10 11 12
アイデア工作  （～15日日）

以上
おはなし会
10：30～、11:00～
幼児安全法講座
10：00～11:00

16 17 18 19
クロスワードパズル  

（～21日土）
以上

おはなし会
10：30～、11：00～

７カ国語で遊ぼう！
11：00～11：30

23 24 25 26
工作「プラバン」
 （～29日日）

以上

おはなし会
10：30～
絵本の読み聞かせ
10：30～11：00

トイレトレーニング
11：00～11：30
おはなし会（ストーリーテリング）
19：00～どなたでも

30 31 8/1 2
おはなし会
10：30～

水遊び広場で遊ぼうよ！

7月21日土～9月２日日
サンテパルクたはらでは、夏季限
定の水遊び広場を開設します。水
深 10 ～ 40㎝程度で、小さなお子
さんでも楽しめます。

▼サンテパルクたはら☎25‐1234

2018 July
イベントカレンダー7月

場  

所
渥美図書館
赤羽根図書館
中央図書館

ひまわりルーム
なのはなルーム

児童センター

サンテパルクたはら
田原市博物館

広報たはら  平成30年7月│    │29



市役所内
☎23‐3515　 23‐3810
あつみライフランド
☎33‐0386　 33‐0319

健康課

▪
肥
満
に
よ
る
リ
ス
ク

　
肥
満
に
よ
り
動
脈
硬
化
が
進
行
し
、
脳

卒
中
、
心
臓
病
、
糖
尿
病
の
合
併
症
が
起

き
や
す
く
な
り
ま
す
。
田
原
市
国
保
特
定

健
診
を
受
診
さ
れ
た
方
で
Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
以
上

の
方
の
約
95
％
の
方
は
肥
満
だ
け
で
な

く
、
高
血
圧
・
高
血
糖
・
脂
質
異
常
症
な

ど
の
リ
ス
ク
を
併
せ
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　
肥
満
と
他
の
リ
ス
ク
が
重
な
っ
て
き
た

場
合
で
も
、
今
の
体
重
の
３
～
４
％
の
減

量
を
す
る
だ
け
で
検
査
値
が
改
善
す
る
こ

と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

▪
肥
満
予
防
方
法
の
例

【
食
生
活
】

・
毎
食
野
菜
を
食
べ
る

・
飲
み
物
は
お
茶
、水
に
す

る（
糖
分
を
含
ま
な
い
も
の
）

【
運
動
】

・
今
よ
り
も
一
日
に
プ
ラ
ス
10
分
ラ
ジ
オ

体
操・歩
く
な
ど
の
運
動
を
す
る

▪
田
原
弁
版
ラ
ジ
オ
体
操
Ｃ
Ｄ
配
布

　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
４
３
４
４

　
家
庭
、職
場
、地
域
で

健
康
づ
く
り
が
推
進
さ

れ
る
こ
と
を
目
的
に
配

布
し
て
い
ま
す
。

【
配
布
対
象
】平
成
28
年
度
に
申
請
し
て
い

な
い
方
で
健
康
づ
く
り
を
始
め
た
い
方

①
市
民・市
内
在
勤・在
学
の
方

②
市
内
の
事
業
所
・
団
体
・
グ
ル
ー
プ
、市

民
が
所
属
す
る
市
外
の
事
業
所
な
ど

【
配
布
方
法
】市
役
所
健
康
課
ま
た
は
、あ

つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
健
康
課
の
窓
口
に
て

（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
土
日

祝
日
を
除
く
）

み
ん
な
で
肥
満
予
防
を
始
め
よ
う

▪
肥
満
割
合
が
県
内
ワ
ー
ス
ト
１
位

　

田
原
市
国
保
特
定
健
診
受
診
者
の
う
ち
、

男
性
の
３
人
に
1
人
、女
性
の
４
人
に
１
人

が
肥
満
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。市

内
の
小
学
校
区
別
の
肥
満
者
の
割
合
は
、左

グ
ラ
フ
の
通
り
で
す
。 

●小学校区別肥満者割合（ＢＭＩ25以上）

0
5
10
15
20
25
30
35
40
45
50

女男

県田
原
市
全
体

泉清
田

福
江

中
山

亀
山

伊
良
湖
岬

若
戸

赤
羽
根

高
松

野
田

衣
笠

中
部

童
浦

南
部

東
部

大
草

神
戸

六
連

（％）

●ＢＭＩ（体格指数）の出し方
体重（　㎏）÷身長（　ｍ）÷身長（　ｍ）＝BMI

【判定ＢＭＩ】　

              18.5　　　25.0

やせ 　　　普通　　 　肥満

※ＢＭＩ＝22が標準、統計上もっとも病気に
なりにくいといわれています。

●❶ ●❷

多くの人が張りや疲れを感じるふくらはぎ。特に女
性はむくみやすいため、気にされる方も多いのでは
ないでしょうか。今回はふくらはぎの浅層部の腓腹
筋という筋肉を伸ばすストレッチをご紹介します。
スポーツ課☎23-3531

❶壁を前にして立ち、つま先を正面に向けたまま、一方の足を
大きく後ろに引く。

❷壁に手をつき、後ろの足のかかとをしっかり床につける。体を
やや前傾させ、壁を押すようにしてキープし、つま先の向きを
変えて３方向で行う。

※②の姿勢で左右３方向３０秒ずつ

120

みんなでラジオ
体操を始めよう！

◦火～日曜日8：25から滝頭公園
の管理棟前にてラジオ体操実施
中。一般の方も参加可能です。
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市役所内
☎23‐3515　 23‐3810
あつみライフランド
☎33‐0386　 33‐0319

健康課

【
対
象
】
市
内

在
住
で
全
５
回

参
加
で
き
る

方
（
以
前
参
加

さ
れ
た
方
は
除

く
）【
日
時
】

10
月
５
日
（
金
）、
10
月
19
日
（
金
）、
11

月
２
日
（
金
）、
11
月
16
日
（
金
）、
11
月

30
日
（
金
）
／
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午

後
１
時
30
分
【
場
所
】
田
原
福
祉
セ
ン

タ
ー
【
内
容
】
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
や

栄
養
の
基
礎
に
つ
い
て
の
講
義
と
調
理
実

習
【
定
員
】
20
名
／
託
児
５
名
（
い
ず
れ

も
先
着
順
）【
受
講
料
】各
回
３
０
０
円【
申

込
】
９
月
21
日
（
金
）
ま
で
に
健
康
課
へ

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場

合
は
、
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・

託
児
希
望
が
あ
る
方
は
、
託
児
さ
れ
る
お

子
さ
ん
の
氏
名
・
生
年
月
日
を
明
記
）

※
た
は
ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

▪
渥
美
病
院「
院
内
探
検
ツ
ア
ー
」

【
対
象
】
市
内
在
住
の
小
学
４
～
６
年
生

と
そ
の
保
護
者
【
日
時
】
８
月
４
日（
土
）

午
後
１
時
～
３
時
30
分（
予
定
）【
場
所
】

渥
美
病
院【
内
容
】
簡
単
な
病
院
の
紹
介
、

病
院
施
設（
手
術
室
、
調
剤
・
検
査
室
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
室
な
ど
）
や
高
度
医
療
機
器

の
見
学・
体
験【
定
員
】
15
組（
申
込
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）【
入
場
料
】
無
料
【
申

込
】
７
月
2
日（
月
）
～
20
日（
金
）
の
期

間
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル・

は
が
き
に
て

※
た
は
ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

▼
Ｊ
Ａ
愛
知
厚
生
連
渥
美
病
院
企
画
室

（
〒
４
４
１‐３
４
１
５
神
戸
町
赤
石
１‐１
）

☎
22‐２
１
３
１

22‐０
２
８
４

postm
aster@

hp.atsum
i.jaaikosei.

or.jp▪
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
を
持
つ
親
の
交
流
会

　
お
子
さ
ん
の
ア
レ
ル
ギ
ー
を
心
配
さ
れ

て
い
る
方
や
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
お
子
さ
ん

を
持
つ
方
々
の
交
流
会
で
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】
入
園
前
・
就
学
前
の
乳
幼
児
（
０

～
６
歳
児
）
と
そ
の
保
護
者
【
日
時
】
８

月
７
日（
火
）
午
前
10
時
～
11
時
30
分【
場

所
】
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
集
団
指
導

室
【
内
容
】
ミ
ニ
講
話
「
ア
レ
ル
ギ
ー
っ
子

に
必
要
な
入
園
・
入
学
、
災
害
への
備
え
」、

交
流
会
な
ど【
講
師
】中
西
里
映
子
氏（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ア
レ
ル
ギ
ー
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

常
務
理
事
）・
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
♪
豊
橋
ア
レ

ル
ギ
ー
っ
子
の
会
【
申
込
】７
月
27
日
（
金
）

※
託
児
希
望
が
あ
る
方
は
７
月
20
日
（
金
）

ま
で
に
健
康
課
へ
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
氏
名
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号
・
託
児
を
希
望
の
方
は
子
ど
も

の
氏
名
・
生
年
月
日
を
明
記
）

※
た
は
ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

【
お
知
ら
せ
】

▪
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
定
期
予
防

接
種
で
感
染
予
防
を

　
高
齢
者
が
肺
炎
に
な
る
原
因
の
中
で
最

も
多
い
肺
炎
球
菌
の
感
染
を
予
防
し
、
重

症
化
を
防
ぎ
ま
す
。

※
対
象
者
に
は
個
別
に
通
知

【
対
象
】
①
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、

85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳
（
平
成

31
年
3
月
31
日
時
点
の
満
年
齢
）
②
60
歳

以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸

器
な
ど
の
機
能
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
方

／
過
去
に
23
価
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
方
は
対
象
外
【
実
施
期

間
】平
成
31
年
3
月
30
日（
土
）ま
で【
場

所
】市
内
指
定
医
療
機
関【
自
己
負
担
額
】

２
０
０
０
円
（
生
活
保
護
世
帯
の
方
お
よ

び
平
成
30
年
度
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

は
自
己
負
担
免
除
）

●
愛
知
県
内
の
接
種
協
力
医
療
機
関
で
高

齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
年
度
の
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

定
期
予
防
接
種
の
対
象
者
に
限
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
健
康
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▪
栄
養
生
活
講
座
で
健
康
に
！

　
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、
健
康
的
な
食
事

に
つ
い
て
知
り
た
い
方
に
お
勧
め
で
す
。

● 休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認の上、受診してください。　市役所◦☎22‐1111（代表）

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00　
夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22‐2131

月　日 当直医 電話番号

 7月15日（日）
河合医院 ☎22‐6133
きまた眼科 ☎23‐1092
青木歯科クリニック ☎33‐1139

 7月 16日（月・祝） かわせ小児科 ☎22‐1230
ヒラノ・デンタル・オフィス ☎22‐6477

 7月22日（日）
昭和医院 ☎32‐3749
なかた歯科 ☎23‐1162

 7月 29日（日）
北山クリニック（農高前） ☎23‐3946
かわさき整形外科クリニック ☎22‐7700
渡辺歯科医院 ☎32‐3561

月　日 当直医 電話番号

 7月 1日（日）

ふれあいばし診療所 ☎29‐2500
ふくい眼科 ☎22‐5878
田原南こころのクリニック ☎27‐7100
小原歯科 ☎25‐1139

 7月 8日（日）

菜の花内科クリニック ☎22‐7777
かんべ整形リハビリクリニック ☎24‐2252
山本耳鼻咽喉科 ☎24‐4100
仲谷歯科 ☎23‐2327
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▪
家
族
介
護
者
交
流
会

【
開
催
日
時
】

　
毎
月
第
３
木
曜
日 

午
後
１
時
30
分
～
３
時

【
開
催
場
所
】

　
渥
美
福
寿
園
１
階
談
話
室

　
小
中
山
町
一
膳
松
１
番
地
93

【
問
い
合
わ
せ
】　

　
渥
美
福
寿
園　
☎
34‐６
６
８
８

▪
共
通
事
項

【
対
象
】

　
市
内
在
住
で
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
方

　
医
療･

介
護･

福
祉
に
つ
い
て
知
り
た
い
方

【
内
容
】

　
介
護
の
基
礎
知
識
の
お
話

　
介
護
の
疑
問･

悩
み
な
ど
の
相
談

　
介
護
者
同
士
の
交
流
会
な
ど

【
参
加
費
】

　
無
料

　
介
護
を
し
て
い
る
方
も
、
し
て
い
な
い
が
関

心
が
あ
る
と
い
う
方
も
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
高
齢
福
祉
課
長
寿
介
護
係

☎
23‐３
２
１
７　

23‐３
５
４
５

介
護
者
交
流
会　

　　

本
市
で
は
、

自
宅
な
ど
で
家

族
を
介
護
し
て

い
る
方
や
介
護

に
関
心
の
あ
る

方
な
ど
を
対
象

と
し
た
介
護
者

交
流
会
を
定
期

的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
介
護
の
こ
と
を
知
っ
た
り
、
人
に
話
し
た
り

す
る
こ
と
で
減
ら
せ
る
心
の
負
担
が
あ
り
ま

す
。
介
護
者
交
流
会
は
、
気
軽
に
介
護
の
こ
と

が
話
せ
る
・
聞
け
る
場
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▪
認
知
症
介
護
者
の
集
い

【
開
催
日
時
】

　
毎
月
第
２
木
曜
日 

午
後
１
時
30
分
～
３
時

【
開
催
場
所
】

　
田
原
福
寿
園
新
館
３
階
ラ
ウ
ン
ジ

　
六
連
町
神
ノ
釜
９
番
地
３

【
問
い
合
わ
せ
】　

　
田
原
福
寿
園
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
27‐０
８
８
２

【花より団子茶屋】
　花の里「なのはなレストラン」の一室をお借りして、座談会を行っています。看護や介護、
福祉の専門職の方が出席し、ご相談などの対応をしています。

〈対象〉どなたでも〈開催日〉原則、毎月第３水曜日 午前９時 30 分～ 11 時〈開催場所〉
花の里（保美町平城６番地１）〈参加費〉無料（飲食をする場合は、実費がかかります）〈問
い合わせ〉高齢福祉課長寿介護係　☎ 23-3217

【介護の IDOBATACAFE（いどばたかふぇ）】 〈田原市新規団体活動補助事業〉
　田原東部市民館を会場に、市内介護サービス事業所などの有志の方が集まって、介護の悩
み相談や体操などを取り入れて、介護者のストレス解消の場を設けています。

〈対象〉 どなたでも〈開催日〉不定期（前回は５月に開催。およそ２カ月に１回のペースです）
〈開催場所〉田原東部市民館〈参加費〉100 円（飲食代）〈問い合わせ〉IDOBATA ＠田
原　河邉　☎ 23-7505

平成30年7月  広報たはら │    │32



ヒマワリ
（花／出荷時期：5月～9月）

夏の代表的な花で、プロ
ポーズ用の花としてもおす
すめです。本市では約25万
本が出荷されています。

花ことば

あなただけを見つめる

アンスリウム
（鉢花／出荷時期：通年）

南米原産の植物です。花に
見える部分は葉で、中心の円
筒が花です。本市では約14
万鉢が出荷されています。

花ことば

情熱・熱心

農政課  ☎23-3517

花 鉢

28

今月の 7月の

○
「
Ｉ
Ｔ
食
農
先
導
士
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

　
土
地
利
用
型
農
業
に
お
い
て
Ｉ
Ｔ
技
術
を
農
業
に

導
入
す
る
た
め
の
講
義・実
習
を
行
い
ま
す
。
将
来
、

地
域
の
担
い
手
と
な
る
若
者
が
、
土
地
利
用
型
農
業

の
管
理
・
経
営
が
で
き
る
よ
う
、
Ｉ
Ｔ
農
業
人
材
を

育
成
し
て
い
ま
す
。

○
市
民
講
座
「
花
の
話
」

　
渥
美
半
島
を
代
表
す
る

農
産
物
で
あ
る
花
に
つ
い

て
の
講
座
を
開
講
し
て
い

ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
受
講
可
能

で
す
の
で
、
最
先
端
の
農

業
技
術
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
受
講
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
詳
細
は
、
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
先
端
農
業
・
バ
イ
オ
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー　

http://w
w

w
.recab.tut.ac.jp/

▪
愛
知
大
学
と
の
取
り
組
み

　
４
月
に
愛
知
大
学
地
域
政
策
学
部
に
「
食
農
環
境

コ
ー
ス
」
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
食
料
の
生
産
・
消
費
を
巡
る
問
題
の
解
決
に
つ
な

が
る
地
域
政
策
の
立
案
・
遂
行
に
よ
り
、
農
業
を
新

た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
へ
と
発
展
さ
せ
る
こ

と
で
地
域
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目

指
し
て
い
ま
す
。　

農
業
と
大
学
の
連
携

　
本
市
で
は
、
次
世
代
を
担
う
農
業
人
材
を
育
成
す

る
た
め
、
地
域
の
大
学
と
連
携
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▪
豊
橋
技
術
科
学
大
学
と
の
取
り
組
み

　
平
成
18
年
に
国
立
大
学
法
人
豊
橋
技
術
科
学
大
学

が
、
農
業
や
関
連
分
野
に
お
け
る
農
工
融
合
型
の
研

究
開
発
と
実
用
化
を
行
う
こ
と
を
目
標
と
し
て
「
先

端
農
業
・
バ
イ
オ
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し

ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
バ
イ
オ
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
て
農
業
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年

度
は
「
最
先
端
植
物
工
場
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」「
Ｉ
Ｔ

食
農
先
導
士
」
市
民
講
座
「
花
の
話
」
な
ど
の
社
会

人
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

○
「
最
先
端
植
物
工
場
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
」

　

最
先
端
技
術
を
農

業
に
導
入
す
る
た

め
、
植
物
工
場
の
技

術
に
つ
い
て
講
義
・

実
習
を
行
い
、
植
物

工
場
を
管
理
運
営
で

き
る
人
材
を
育
成
し

て
い
ま
す
。
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［田原市調べ］

（ｔ）

田原市のごみの現状をみなさんにお知らせしていきます。

●市内のもやせるごみ発生量

炭生館計画予定量 1,300ｔ/月

H28年度 3月
H29年度 3月

H29年度 4月
H30年度 4月

H29年度 5月
H30年度 5月

1,527.08

1,411.93

1,381.32

［田原市調べ］

海で過ごすことの多い季節となります。海を大切にし、楽しく過ごしましょう。

●三河湾の水質調査結果

CＯＤ（㎎/ℓ）

H28 2月 5月 8月 H29 2月 5月 8月 H30 2月

環境基準◎
馬草湾沖・渥美火力放水口
2㎎/ℓ以下

環境基準◎
三河港大橋・片浜沖
8㎎/ℓ以下

三河港大橋
片浜沖
馬草湾沖
渥美火力放水口

11月 11月

1,336.84

1,420.46

1,337.97

　
平成 27 年 10 月１日から開始した乾燥生ごみとトイレットペーパーなどとの交換制度は、市民による

生ごみの自家処理の推進および減量意識の高揚を図ることを目的として実施してきましたが、８月１日
（水）から交換割合を見直します。
【乾燥生ごみの交換制度とは】
　電気生ごみ処理機を使って生ごみを乾燥させたもの（乾燥生ごみ）を家庭で活用できない場合、市に
持ち込むことでトイレットペーパーなどの日用品と交換する制度です。

【交換内容】
　乾燥生ごみ 200g ⇒ 雑がみ回収袋１枚
　乾燥生ごみ 400g ⇒ トイレットペーパー１個
　乾燥生ごみ 500g ⇒ ボックスティッシュ１箱
　※従来の「乾燥生ごみ 200g ⇒トイレットぺーパー１個」「乾燥生ごみ 400g ⇒ごみ袋１冊 」は廃止

【交換方法】
　市役所廃棄物対策課に乾燥生ごみを持っていくだけ！
　※電気生ごみ処理機無料貸し出しや、電気生ごみ処理機などを購入した際の補助金制度もあります。
　　詳しくは市 HP をご覧ください。

生ごみをもっと減量しよう！
　もやせるごみの約４割が生ごみです。生ごみを減らすことにより、小さい袋で済むよ
うになり、家計にも優しくなります。ごみの減量にご協力ください。
①水切りネットに入れ、水を絞ることを１年間全世帯で続けると、約 360 トンの減量に
なります。これは毎日入るお風呂の５年分の水量に相当します。
②食べられるのに捨ててしまう食品ロスを減らしましょう。食品ロスを減らすために、
買い過ぎない！作り過ぎない！食べ残さない！の３ない運動に取り組み、「もったいな
い」という日本人古来の考え方を大切にしましょう。
▶廃棄物対策課　☎ 23-3538

1003060　　

乾燥生ごみとトイレットペーパーなどとの交換制度を見直します！

4

分けてほしいもの

雑がみ
（紙箱、包装紙、はがき、封筒、ちらしなど）

紙類

軽くすすいだ
プラスチック容器

プラスチック容器類

汚れていない布

布類

◦生ごみはよく水を切ってください。

◦金属がついているものは、取り外
してください。

◦指定袋の中が見える状態で出して
ください。レジ袋等を内袋に使う場
合は、必要最小限にしましょう。

下記のものは、もやせるごみに入れずに資源ごみ
として分別して出してください。

▲田原市有料化指定ごみ袋

出し方

田原市の家庭系有料化指定
ごみ袋に入れて、袋の取手を
しっかり縛ってください。

しっかり水切り

水分をカットして減量！

生ごみ処理機等の活用

無料貸出・補助金制度あります！

3ない運動

買い過ぎない！作り過ぎない！食べ残さない！

生ごみを減らすための作戦を紹介します。ごみダイエット大作戦

少し大きいものを出したいとき
プラスチック製品やゴム製品などの
細かくできるものは、30㎝以内にす
ることで、もやせるごみとして出す
ことができます。

も
や
せ
る
ご
み

1

4

分けてほしいもの

雑がみ
（紙箱、包装紙、はがき、封筒、ちらしなど）

紙類

軽くすすいだ
プラスチック容器

プラスチック容器類

汚れていない布

布類

◦生ごみはよく水を切ってください。

◦金属がついているものは、取り外
してください。

◦指定袋の中が見える状態で出して
ください。レジ袋等を内袋に使う場
合は、必要最小限にしましょう。

下記のものは、もやせるごみに入れずに資源ごみ
として分別して出してください。

▲田原市有料化指定ごみ袋

出し方

田原市の家庭系有料化指定
ごみ袋に入れて、袋の取手を
しっかり縛ってください。

しっかり水切り

水分をカットして減量！

生ごみ処理機等の活用

無料貸出・補助金制度あります！

3ない運動

買い過ぎない！作り過ぎない！食べ残さない！

生ごみを減らすための作戦を紹介します。ごみダイエット大作戦

少し大きいものを出したいとき
プラスチック製品やゴム製品などの
細かくできるものは、30㎝以内にす
ることで、もやせるごみとして出す
ことができます。

も
や
せ
る
ご
み

1

▲エコロくん
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中央図書館  ☎23‐4946   　 tosho@city.tahara.aichi.jp
http://www2.city.tahara.aichi.jp/section/library/

よ  く  よ  む

図書館休館日
  7月▶2日月、9日月、13日金、17日火
　　　 23日月、30日月
  8月▶6日月、10日金、13日月、20日月
　　　 27日月

◎『手話で楽しむおはなし会』
▶日時＝7月28日（土）午前10時15分～正午
▶場所＝中央図書館　こどもしつ　おはなしのへや
▶対象＝どなたでも
▶中央図書館　☎23-4946

◎夏休み手作り教室『モビールをつくろう』
▶日時＝8月4日（土）午前10時15分～
　正午（予定）
▶場所＝渥美図書館会議室
▶対象＝市内小学生／先着10名
▶渥美図書館　☎33-1114

◎夏休み手作り教室『パスタでつくるねこの写真たて』
▶日時＝8月5日（日）午前10時30分～正午（予定）
▶場所＝赤羽根図書館　こどもしつ前のつくえ
▶対象＝どなたでも／先着6名
※未就学児は保護者同伴
▶持ち物＝速乾性木工用ボンド
▶赤羽根図書館　☎45-3426

【夏休み手作り教室 共通事項】
▶申込＝7月7日（土）から各図書館へ直接、または電話
にて
※初日のみ電話受付は午前10時15分～／本人または
家族の方が申し込んでください

さまざまな疑問・質問に司書がお答えするコーナーです。

Ｑ．「桃栗三年柿八年」の後に続く言葉を知りた
い。
◎調べるキーワード
｢ことわざ｣｢たべもの｣｢植物｣

A．ことわざを調べることができる「ことわざ辞典」
には子ども向けから一般向けまでさまざまなもの
があります。
　「桃栗三年柿八年」に
続くのは「柚子は九年で
花盛り」「梅は酸いとて
十三年」「柚子の大馬鹿
十八年」「枇

び
杷
わ

は九年で
なりかねる」などがあるようです。
　原田知世さん主演の映画「時をかける少女」で
は挿入歌の歌詞としても使われていました。

◎調べた本
『調べて使える！ことわざブック ３』 やまだみつこ/
絵 あかね書房 814/ｼ　『たべものことわざ辞典』  
西谷裕子/編 東京堂出版 813.4/ﾀ　『新明解故事
ことわざ辞典』 三省堂編修所/編 三省堂 813.4/
ｼ　『時をかける少女』DVD 大林宣彦監督 C41/ﾄ

●中央図書館
　一　般▶7月14日土～8月9日木　「洋書deコラボ」
　子ども▶7月14日土～8月３１日金 「夏チャレンジ！ 読む！」

●赤羽根図書館
　一　般▶7月14日土～8月9日木　「おばあちゃんに聞いた」
　子ども▶7月14日土～8月３１日金 「夏休みに読んでほしい
	 オススメの本」
●渥美図書館
　一　般▶7月14日土～8月9日木　「お家が図書館」
　子ども▶7月14日土～8月9日木   「うみ」

『チャヴ 弱者を敵視する社会』
オーウェン・ジョーンズ/著　海と月社
361.85/ｼﾞ

イギリスの労働者階級は、社会的弱者
であるため、蔑視・偏見にさらされてい
る。本書でその構造が明らかに。

『小説禁止令に賛同する』
いとうせいこう/著　集英社　913.6/ｲﾄ

近未来、小説禁止令に賛同した文筆家
がさまざまな制約の下で書く連載。否
定することで、その対象の本質は、より
一層鮮明になる。
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　　　文化財課 　２2-1720
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渥
美
半
島
の
農
業
の
始
ま
り

　
本
市
は
農
業
産
出
額
日
本
一
を
誇
る
農

業
の
ま
ち
で
す
が
、
渥
美
半
島
で
は
い
つ

ご
ろ
か
ら
農
業
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　
そ
も
そ
も
日
本
で
は
、
縄
文
時
代
に
は

ア
ワ
や
キ
ビ
な
ど
の
雑
穀
が
作
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
資
料
が
見
つ
か
っ
て
お

り
、
な
ん
ら
か
の
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
弥
生
時

代
に
本
格
的
な
稲
作
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。本
市
で
は
伊
川
津
貝
塚（
伊

川
津
町
）
で
出
土
し
た
縄
文
土
器
の
表
面

か
ら
ア
ワ
の
圧
痕
が
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
土
器
は
中
部
高
地
で

よ
く
出
土
す
る
た
め
、
持
ち
込
ま
れ
た
可

能
性
が
あ
り
、
縄
文
時
代
終
わ
り
に
雑
穀

栽
培
を
し
て
い
た
か
は
分
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　
こ
の
他
、
小
森
遺
跡
（
中
山
町
）
か
ら

は
弥
生
時
代
の
石
包
丁
が
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
石
包
丁
は
穀
物
の
穂
を
摘

み
取
る
道
具

で
す
が
、
今

の
と
こ
ろ
１

点
し
か
見
つ

か
っ
て
お
ら

ず
、
こ
れ
も

弥
生
時
代
に

農
業
が
行
わ

れ
て
い
た
と

い
う
決
定
的

な
資
料
と
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
古
墳
時
代
に
な
る
と
渥
美
半
島
で
農
業

を
し
て
い
た
こ
と
が
確
実
に
分
か
る
資
料

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
サ
ン
テ
パ
ル
ク

た
は
ら
の
あ
る
芦
ヶ
池
北
側
に
位
置
す
る

山
崎
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
製
品
で
す
。

こ
の
遺
跡
は
、
古
墳
時
代
か
ら
奈
良
時
代

を
中
心
と
し
た
集
落
遺
跡
で
、
土は

じ

き
師
器
・

須す

え

き
恵
器
、
製
塩
土
器
の
他
に
沢
山
の
木
製

品
が
出
土
し
た
こ
と
で
有
名
と
な
っ
た
遺

跡
で
す
。
通
常
、
土
の
中
に
あ
る
木
製
品

は
腐
っ
て
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

こ
の
遺
跡
は
芦
ヶ
池
の
池
底
に
あ
っ
た
た

め
、
腐
る
こ
と
な
く
沢
山
見
つ
か
り
ま
し

た
。

　
出
土
し
た
木
製
品
は
工
具
、
農
具
、
編

み
具
、
紡ぼ
う
し
ょ
く
ぐ

織
具
、
馬
具
、
祭さ
い
祀し

具ぐ

な
ど
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま

す
。
農
具
で
は
鍬く
わ
、
鋤す
き
、
柄え
ぶ
り振
、

天
秤
棒
、
横よ
こ
づ
ち槌
、
竪た
て
ぎ
ね杵
、
臼
、
田

下
駄
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、

古
墳
時
代
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
し
た
。
山
崎
遺
跡
で
は
竪
杵

や
臼
か
ら
穀
物
（
イ
ネ
）
作
り

が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
鍬
や
鋤
な

ど
を
使
用
し
て
田
畑
が
耕
作
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

山
崎
遺
跡
の
調
査
結
果
か
ら
、

芦
ヶ
池
の
周
辺
は
水
に
恵
ま
れ
、

古
墳
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
か

け
て
集
落
が
営
ま
れ
、
近
く
に

は
田
畑
が
広
が
り
栄
え
て
い
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
渥
美
半
島
で
は

古
く
か
ら
人
々
が
生
活
し
、
農

業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

農
業
の
始
ま
り
で
あ
る
小
森
遺
跡
や
山
崎

遺
跡
な
ど
で
出
土
し
た
遺
物
は
、
田
原
市

博
物
館
企
画
展
「
渥
美
半
島
の
農
業
の
歩

み
と
豊
川
用
水
」
で
展
示
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
遺
跡
で
出
土
し
た
農
具
を
含
め
、
渥

美
半
島
の
農
業
の
歩
み
を
見
に
来
て
く
だ

さ
い
。

　
（
清
水
）

▲小森遺跡から見つかった石包丁

▲山崎遺跡から出土した木製農具
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ティーズチャンネルで放送中
デジタル

ch12 放送日 内　容

～7/5木
田原を美しくする推進デー

田原市地域コミュニティ連合会
交流スポーツ大会

7/5木～7/19木
サーファー避難訓練

お父さんと遊ぼう

7/19木～8/2木 夏のお楽しみ情報

◦街角ネットたはら

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。

◦田原ほっとらいん
放送月 内　容

7月 豊川用水通水 50 周年記念
今思う、水がある幸せ

毎週土・日曜日　１日５回放送　
①7：45 ②12：45 ③15：45 ④18：45 ⑤22：45
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絵の具をきれいに塗って、すてきな着物
の織姫と彦星ができました。

トッピングを描くのが楽し
かったよ！

か　　　　　　　たの

え　　　  ぐ　　　　　　　　　　　  ぬ                  　　　　　　　　き  もの

評色々な味をイメージしながら、楽しく色
を塗ることができましたね。

いろ いろ　　 あじ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 たの 　　　  いろ

評

稲場保育園

鈴木未来瑠ちゃん（5歳）

稲場保育園

川合桔平くん（5歳）

なわとび大会で、みんな
と一緒にたくさん飛ぶこ
とができた様子を上手に
描くことができました。

評たくさんの色を使って、丁
寧に色を塗り、カラフルな
お城のイメージを表現す
ることができました。

評 田原東部小学校3年

杉田莉愛さん

田原東部小学校2年

高橋千花さん
ち　　か

水彩画

キラキラのシールを貼るの
が楽しかったよ。

は

香ノ木
翔
先生

大久保
星良
先生

り　 　 お

きっ　ぺい

水彩画

み　　く　　る

ぬ おりひめ　　 ひこ ぼし

たの

▼
今
月
号
は
豊
川
用
水
の
通
水
50
周

年
を
記
念
し
た
特
集
号
で
す
。日
頃

あ
っ
て
当
た
り
前
に
感
じ
て
い
る
水

が
渥
美
半
島
に
と
っ
て
ど
れ
ほ
ど
貴

重
な
も
の
な
の
か
、こ
の
機
会
に
一

緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。（
Ｓ・Ｈ
）

【
表
紙
の
写
真
】渥
美
半
島
の
畑
管

本誌は再生紙を使用しています。

●人口と世帯数（平成30年6月1日現在）

●行政面積

（平成27年3月1日現在・国土地理院調べ）
１91.12km2

出生 38人 死亡 53人

転入 135人 転出 157人

増減 -37人

総人口 62,786人

男性 31,788人

女性 30,998人

世帯数 22,403世帯

※増減は5月中です

今月　納税・使用料の

納期限 7月31日 火

固定資産税・都市計画税
（第２期分）

後期高齢者医療保険料
（第１期分）

水がたくさん必要な季節です。節水を心掛けましょう。

（%）総貯水量：51,820千㎥

宇連ダム・大島ダム・
調整池の貯水率

貯水率

79.6%
（41,251千㎥）

平成30年6月20日現在 ［水資源機構調べ］

◦
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

企
画

部
広

報
秘

書
課

◦
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

◦
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

N
o.834  平

成
30年

7月
号
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